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本
稿
の
問
題
意
識

境
界
確
定
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
と
お
り
今
日
に
至
る
ま
で
有
益
な
議
論
の
菩
梢
が
あ
る
。
そ
の
流
れ
を
ご
く
大
雑
把
に
整
理
す

る
と
す
れ
ば
、
境
界
確
定
訴
訟
の
中
心
的
意
義
を
、
土
地
所
有
権
の
範
囲
が
真
偽
不
明
の
場
合
に
も
証
明
責
任
の
適
用
を
排
除
す
る
こ
と

に
よ
り
公
平
な
形
で
こ
れ
を
確
定
す
る
こ
と
に
求
め
る
点
で
は
共
通
し
な
が
ら
、
訴
訟
の
対
象
を
何
と
す
る
か
に
つ
い
て
、
判
例
が
大
審

院
•
最
高
裁
を
通
じ
て
の
判
決
の
積
み
重
ね
の
末
、
こ
れ
を
公
簿
上
の
筆
界
（
以
下
、
原
則
と
し
て
単
に
筆
界
と
称
す
る
）
と
す
る
こ
と
に
落

ち
着
く
に
至
っ
た
の
に
対
し
（
か
か
る
把
握
が
同
時
に
通
説
て
あ
る
と
さ
れ
る
）
、
有
力
学
説
が
所
有
権
範
囲
確
定
機
能
と
の
連
続
性
・
整
合

性
を
理
由
に
、
所
有
権
の
境
を
境
界
確
定
訴
訟
の
対
象
に
据
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
批
判
を
加
え
て
き
た
、
と
整
理
す
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。そ
の
中
で
、
近
時
、
学
説
内
に
や
や
新
し
い
流
れ
が
生
じ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

境
界
確
定
訴
訟
の
対
象
に
据
え
る
こ
と
は
、
境
界
確
定
訴
訟
の
意
義
を
所
有
権
範
囲
の
確
定
に
求
め
る
こ
と
と
整
合
し
な
い
」
と
い
う
批
判
）
を
う
け
て
、

判
例
（
・
通
説
）
の
立
場
を
再
構
成
す
る
説
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
通
説
・
判
例
に
よ
り
必
ず
し
も

十
分
な
基
礎
付
け
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
筆
界
を
対
象
と
す
る
境
界
確
定
訴
訟
の
所
有
権
範
囲
確
定
機
能
を
、
な
ん
と
か
合
理
的
に
説

明
付
け
よ
う
と
い
う
動
ぎ
で
あ
る
。
も
う
―
つ
の
流
れ
は
、
分
筆
登
記
の
前
提
と
し
て
筆
界
を
確
定
す
る
こ
と
に
も
意
義
が
あ
る
と
す
る

判
例
の
指
摘
を
受
け
て
、
こ
の
よ
う
に
対
抗
要
件
の
及
ぶ
範
囲
を
確
定
す
る
訴
訟
と
し
て
筆
界
を
対
象
と
す
る
境
界
確
定
訴
訟
の
存
在
意

義
を
認
め
な
が
ら
、
そ
れ
と
並
列
し
て
、
士
地
所
有
権
の
境
界
を
直
接
の
対
象
と
す
る
境
界
確
定
訴
訟
を
認
め
る
べ
ぎ
で
あ
る
、
と
す
る

学
説
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
通
説
・
判
例
批
判
が
、
筆
界
を
対
象
と
す
る
境
界
確
定
訴
訟
で
は
な
く
て
、
所
有
権

界
を
対
象
と
す
る
境
界
確
定
訴
訟
を
認
め
る
べ
ぎ
だ
と
し
て
き
た
の
に
対
し
、
こ
の
近
時
の
有
力
説
は
、
筆
界
を
対
象
と
す
る
境
界
確
定

序

―
つ
の
流
れ
は
、
学
説
に
よ
る
批
判
（
「
筆
界
を
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訴
訟
と
並
ん
で
、
所
有
権
界
を
対
象
と
す
る
境
界
確
定
訴
訟
を
認
め
る
べ
き
だ
と
す
る
点
で
、
新
し
い
主
張
を
含
ん
で
い
る
よ
う
に

(
5
)（
6
)
 

思
わ
れ
る
。

ま
た
、
判
例
内
部
に
目
を
向
け
て
も
、
近
時
興
味
深
い
判
例
が
登
場
し
て
お
り
（
具
体
的
に
は
後
述
す
る
、
平
成
七
年
判
決
と
、
最
判
乎
成

一
年
判
決
と
略
称
す
る
〕
）
、
判
例
の
立
場
の
客
観
的
位
置
付
け
を
再
検
討
す
る
こ
と

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
覚
書
に
も
渦
た
な
い
小
さ
な
試
み
で
は
あ
る
が
、
上
記
二
つ
の
判
決
の
整
理
を
通
じ
た
判
例
の
立
場
の
客
観
的
位

置
付
け
を
試
み
（
ま
た
、
そ
の
中
で
上
記
学
説
の
新
し
い
流
れ
の
う
ち
の
第
一
と
し
た
も
の
、
つ
ま
り
筆
界
を
対
象
と
し
た
境
界
確
定
訴
訟
の
所
有
権

範
囲
確
定
機
能
の
再
構
成
の
試
み
の
評
価
も
試
み
る
）
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
上
述
し
た
学
説
の
第
二
の
新
し
い
流
れ
に
よ
る
問
題
提
起

に
照
ら
し
、
先
に
整
理
し
た
判
例
の
立
場
を
再
評
価
す
る
こ
と
を
、
試
み
た
い
。

な
お
、
以
下
で
は
、
公
簿
上
の
筆
界
に
画
さ
れ
、
隣
接
す
る
二
地
を
甲
•
乙
地
と
し
、
甲
地
の
所
有
者
を
x
、
乙
地
の
所
有
者
を
Y
と

考
え
る
こ
と
に
す
る
（
但
し
、
時
効
取
得
等
に
よ
り
、

Y
が
X
の
土
地
の
一
部
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
は
、
あ
り
得
る
）
0

(
1
)

そ
れ
に
応
じ
、
訴
訟
の
性
質
•
特
徴
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
べ
き
か
（
処
分
権
上
義
、
不
利
益
変
更
禁
止
原
則
の
不
妥
当
を
認
め
る
べ
き
か
、
な
ど
）

に
つ
い
て
も
‘
見
解
が
分
か
れ
、
議
論
が
あ
っ
た
。

(
2
)
境
界
確
定
訴
訟
を
め
ぐ
る
判
例
・
学
説
の
議
論
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
高
橋
宏
志
『
重
点
講
義
民
事
訴
訟
法
』
（
有
斐
閣
、
二

0
0
0年
）
七
五
頁
以
下
、

林
伸
太
郎
「
境
界
確
定
訴
訟
に
関
す
る
一
考
察
（
一
）
ー
（
三
・
完
）
」
東
北
大
学
法
学
四
八
巻
三
号
一
＿
一
八
九
頁
、
四
号
五
五
二
貝
、
四
九
巻
二
号
1

―-
0
五
頁

二
九
八
四
I
八
五
年
）
、
玉
城
勲
「
境
界
確
定
訴
訟
の
対
象
た
る
境
界
と
は
何
か
（
一
）
！
（
四
・
完
）
」
琉
球
大
学
法
学
四
五
号

-
0
三
頁
、
四
六
号
一
頁
‘

四
七
号
一
頁
、
四
八
号
一
頁
(
-
九
九

O
I
九
二
年
）
、
花
田
政
道
「
土
地
境
界
確
定
訴
訟
の
機
能
」
中
川
菩
之
助
II

兼
子
一
監
修
『
不
動
産
法
体
系
⑥
』
（
青

林
書
院
新
社
、
一
九
七

0
年
）
一
―
六
頁
か
、
詳
細
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
譲
る
。

(
3
)

後
述
す
る
畑
説
・
高
橋
説
が
、
こ
れ
に
当
た
る
。

最
判
昭
和
五
八

•
-
0
．
．
八
民
集
三
ヒ
巻
八
号
＿
―
＿
-
―
頁
、
最
判
平
成
ヒ
・
三
・
七
民
集
四
九
巻
三
号
九
一
パ
0
頁
〔
以
下
平
成
七
年
判
決
と
略
称
す

に
も
、
意
義
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

―
一
・
ニ
・
ニ
六
判
時
一
4

ハ
七
四
号
七
五
頁
〔
以
下
平
成

JOO 
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ー

判
例
の
立
場
の
整
理

る〕。

(
5
)

後
述
す
る
‘
林
説
、
山
本
説
が
、
こ
れ
に
当
た
る
。

(
6
)

結
局
、
境
界
確
定
訴
訟
を
め
ぐ
る
議
論
に
は
三
つ
の
軸
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
第
一
は
、
訴
訟
の
対
象
を
何
で
あ
る
と
考
え
る
か
、
具
体
的
に
は
公
簿
上

の
筆
界
と
考
え
る
か
、
生
の
土
地
所
有
権
の
境
界
と
考
え
る
か
。
第
二
は
、
訴
訟
の
性
質
•
特
徴
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
か
。
第
三
は
、
境
界
確
定
訴
訟
の

意
義
・
機
能
を
、
何
に
求
め
る
か
（
具
体
的
に
は
、
所
有
権
範
囲
の
確
定
か
、
対
抗
要
件
範
囲
の
確
定
か
）
。
こ
れ
ら
三
つ
の
軸
が
互
い
に
連
動
し
て
い
な
が

ら
、
そ
の
連
動
が
緩
い
こ
と
（
つ
ま
り
、
―
つ
の
軸
に
つ
い
て
特
定
の
立
場
を
と
る
こ
と
が
、
他
の
軸
に
つ
い
て
特
定
の
立
場
を
と
る
こ
と
を
必
然
化
し
な

い
）
が
、
境
界
確
定
訴
訟
の
議
論
を
複
雑
に
し
て
い
る
の
て
あ
ろ
う
。

二
つ
の
最
高
裁
判
例

平
成
七
年
判
決
（
平
成
七
•
三
・
ヒ
民
集
四
九
巻
三
号
九
一
九
頁
）

〔
事
案
〕
x

ら
二
名
が
甲
地
を
所
有
、
Y
が
乙
地
を
所
有
し
、
甲
乙
両
地
は
隣
接
す
る
関
係
に
あ
っ
た
。

X
ら

•
Y
間
で
、
両
地
の
筆

界
に
つ
き
争
い
が
生
じ
、

X
ら
は
、
筆
界
は
図
イ
・
ロ
線
で
あ
る
と
主
張
し
て
境
界
確
定
の
訴
え
を
提
起
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

Y
は
図

ハ
・
ニ
線
で
あ
る
と
主
張
し
た
（
イ
・
ロ
・
ハ
・
ニ
で
囲
ま
れ
る
士
地
を
「
本
件
係
争
土
地
」
と
称
す
る
。
な
お
、
こ
の
本
件
係
争
士
地
上
に
は
、

Y

所
有
の
建
物
が
建
設
さ
れ
て
い
る
）
。
ま
た
、

Y
は
本
件
係
争
土
地
の
時
効
取
得
を
抗
弁
と
し
て
主
張
し
た
。
第
一
〔
番
は
、
甲
乙
地
の
筆
界
は

図
イ
・
ロ
線
で
あ
る
と
し
た
上
で
、

Y
に
よ
る
本
件
係
争
土
地
の
時
効
取
得
を
認
め
、
そ
う
す
る
と
甲
乙
地
の
筆
界
は

Y
所
有
地
内
部
に

あ
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
、
訴
え
を
却
下
し
た
。

X
の
控
訴
を
受
け
た
第
二
審
は
、
甲
乙
地
の
筆
界
は
図
イ
・
ロ
線
で
あ
る
と
す
る
第
一

審
の
判
断
を
維
持
し
た
上
で
、
一
方
当
事
者
に
よ
る
筆
界
に
接
す
る
士
地
部
分
の
時
効
取
得
は
、
境
界
確
定
訴
訟
の
当
事
者
適
格
に
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
と
し
て
、
時
効
取
得
の
成
否
に
つ
い
て
は
判
断
を
せ
ず
、
一
審
判
決
を
取
り
消
し
て
、
甲
乙
地
の
筆
界
を
図
イ
・
ロ
線
と

101 



「
境
界
確
定
を
求
め
る
訴
え
は
、
公
簿
上
特
定
の
地
番
に
よ
り
表
示
さ
れ
る
甲
乙
両

地
が
相
隣
接
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
境
界
が
事
実
上
不
明
な
た
め
争
い
が
あ
る
と

き
に
、
裁
判
に
よ
っ
て
新
た
に
そ
の
境
界
を
定
め
る
こ
と
を
求
め
る
訴
え
で
あ
っ
て
、

裁
判
所
が
境
界
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
事
者
の
主
張
に
拘
束
さ
れ
ず
、
控
訴
さ

れ
た
場
合
も
民
訴
法
三
八
五
条
〔
現
行
法
三

0
四
条
〕
の
不
利
益
変
更
禁
止
の
原
則
の

適
用
も
な
い
〔
最
判
昭
和
三
八

・
1
0
・

―
五
民
集
一
七
巻
九
号
―
ニ
ニ

0
頁
参
照
〕
。

右
訴
え
は
、
も
と
よ
り
土
地
所
有
権
確
認
の
訴
え
と
そ
の
性
質
を
異
に
す
る
が
、
そ
の
当
事
者
適
格
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
何
び
と
を
し
て
そ
の

名
に
お
い
て
訴
訟
を
追
行
さ
せ
、
ま
た
何
び
と
に
対
し
本
案
の
判
決
を
す
る
こ
と
が
必
要
か
つ
有
意
義
で
あ
る
か
の
観
点
か
ら
決
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、

相
隣
接
す
る
士
地
の
各
所
有
者
が
、
境
界
を
確
定
す
る
に
つ
い
て
最
も
密
接
な
利
害
を
有
す
る
者
と
し
て
、
そ
の
当
事
者
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
右
の
訴
え
に
お
い
て
、
甲
地
の
う
ち
境
界
の
全
部
に
接
続
す
る
部
分
を
乙
地
の
所
有
者
が
時
効
取
得
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
甲
乙
両
地
の
各

所
有
者
は
、
境
界
に
争
い
が
あ
る
隣
接
士
地
の
所
有
者
同
士
と
い
う
関
係
に
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
境
界
確
定
の
訴
え
の
当
事
者
適
格
を
失
わ

な
い
。
な
お
、
隣
接
地
の
所
有
者
が
他
方
の
土
地
の
一
部
を
時
効
取
得
し
た
場
合
も
、
こ
れ
を
第
三
者
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
登
記
を
具
備
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
こ
ろ
、
右
取
得
に
か
か
る
士
地
の
範
囲
は
、
両
土
地
の
境
界
が
明
確
に
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
定
ま
る
関
係
に
あ
る
か
ら
、
登
記
の

前
提
と
し
て
時
効
取
得
に
か
か
る
土
地
部
分
を
分
筆
す
る
た
め
に
も
両
士
地
の
境
界
の
確
定
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
[
最
判
昭
和
五
八
．
一

O
・一

八
民
集
三
七
巻
八
号
一
―
-
―
―
頁
〕
。
」

甲

I¥ 

ィ 口

乙

〔
判
旨
〕

告
。

す
る
本
案
判
決
を
下
し
た
。
な
お
、
本
件
で
は
、

X
に
よ
る
他
の
土
地
所
有
権
確

認
・
建
物
収
去
土
地
明
渡
等
の
請
求
の
併
合
は
な
く
、

Y
に
よ
る
土
地
所
有
権
確

認
等
の
反
訴
提
起
も
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

Y
が、

X
の
原
告
適
格
を
争
っ
て
、
上

上
告
棄
却
。
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乙

甲

②
平
成
―
一
年
判
決
（
平
成
―
―

〔
事
案
〕
甲
乙
両
地
は
隣
接
し
て
い
る
。
乙
地
は

Y
ら
二
名
が
共
有
し
て
い
る
。
甲
地
は
も
と
も
と

C
が
所
有
し
て
い
た
が
、
甲
地
の

う
ち
、
乙
地
の
境
界
全
部
に
接
続
す
る
部
分
四
坪
（
以
下
本
件
土
地
部
分
）
を

D
に
譲
渡
し
、
残
余
土
地
を

X
に
譲
渡
し
た
（
す
な
わ
ち
、

本
件
土
地
部
分
の
位
置
・
範
囲
は
、
甲
乙
両
地
間
の
筆
界
を
甚
準
と
し
て
定
ま
る
関
係
に
あ
る
）
。
し
か
し
、
本
件
土
地
部
分
の
分
筆
は
な
さ
れ
ず
、

甲
地
全
部
に
つ
き
、
X

に
対
し
所
有
権
移
転
登
記
が
経
由
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
X
•
D

間
で
、
甲
乙
両
地
間
の
筆
界
に
つ
き
争
い
が
生
じ
、

X
が

D
を
被
告
と
し
て
境
界
確
定
の
訴
え
を
提
起
し
た
（
な
お
、

X
は
甲
地
と
並
ん
で
乙
地
と
筆
界
を
接
す
る
外
二
筆
の
土
地
に
つ
い
て
も
、
乙

地
と
の
筆
界
の
確
定
を
求
め
て
境
界
確
定
の
訴
え
を
併
合
提
起
し
て
い
る
ほ
か
、
士
地
所

有
権
確
認
・
士
地
明
渡
を
請
求
す
る
訴
え
も
併
合
提
起
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
対
し
、

D
も
土
地
所
有
権
確
認
の
反
訴
を
提
起
し
て
い
る
。
判
例
時
報
の
記
載
か
ら
は
、
ど
の
士

地
に
つ
い
て
x
.
D

が
所
有
権
確
認
•
明
渡
等
を
求
め
た
の
か
は
、
判
然
と
し
な
い
が
、

甲
地
内
の
士
地
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
）
。
本
件
訴
訟
中
D
が
死
亡
し
、

と
し
て
訴
訟
承
継
を
し
た
。

原
審
は
、

x
.
Yら
の
当
事
者
適
格
具
備
を
前
提
と
し
て
、
甲
乙
地
間
の
筆
界

を
確
定
し
た
上
で
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
甲
地
の
う
ち
本
件
土
地
部
分
と
そ
れ
以
外

の
部
分
の
範
囲
を
認
定
し
、
X

の
所
有
権
確
認
•
明
渡
請
求
を
一
部
認
容
し
、
Y

ら
の
反
訴
を
棄
却
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、

X
の
当
事
者
適
格
を
争
い
、

Y
が
上
告
。

〔
判
旨
〕

上
告
棄
却
。

ニ
・
ニ
六
判
時
一
六
七
四
号
七
五
頁

Y
ら
が
相
続
人

「
境
界
確
定
の
訴
え
は
、
公
簿
上
特
定
の
地
番
に
よ
り
表
示
さ
れ
る
甲
乙
両
地
が
相

隣
接
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
境
界
が
不
明
な
た
め
争
い
が
あ
る
と
き
に
、
裁
判
に
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よ
っ
て
そ
の
境
界
を
定
め
る
こ
と
を
求
め
る
訴
え
で
あ
っ
て
、
相
隣
接
す
る
甲
乙
両
地
の
各
所
有
者
が
、
境
界
を
確
定
す
る
に
つ
い
て
最
も
密
接
な
利

害
を
有
す
る
者
と
し
て
、
そ
の
訴
え
の
当
事
者
適
格
を
有
す
る
。
そ
し
て
、
甲
地
の
う
ち
境
界
の
全
部
に
接
続
す
る
部
分
を
乙
地
の
所
有
者
が
時
効
取

得
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
甲
乙
両
地
の
各
所
有
者
は
、
境
界
に
争
い
が
あ
る
隣
接
士
地
の
所
有
者
同
士
と
い
う
関
係
に
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、

境
界
確
定
の
訴
え
の
当
事
者
適
格
を
失
わ
な
い
の
で
あ
る
〔
最
判
平
成
七
•
三
・
七
民
集
四
九
巻
三
号
九
一
九
頁
〕
。

以
上
の
こ
と
は
、
甲
地
の
所
有
者
が
、
甲
地
の
う
ち
境
界
の
全
部
に
接
続
す
る
部
分
を
乙
地
の
所
有
者
A
に
譲
渡
し
、
甲
地
の
残
余
の
部
分
を

B
に

譲
渡
し
た
が
、
甲
地
の
分
筆
登
記
が
さ
れ
ず
、
甲
地
の
全
部
に
つ
い
て

B
に
対
す
る
所
有
権
移
転
登
記
が
経
由
さ
れ
た
場
合
も
同
様
で
あ
っ
て
、
甲
乙

両
地
の
境
界
を
確
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て

A
及
ひ

B
が
譲
り
受
け
た
各
土
地
の
範
囲
が
特
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

A
及
び

B
は
、
各
所
有

す
る
土
地
が
相
隣
接
し
、
甲
乙
両
地
の
境
界
を
確
定
す
る
に
つ
い
て
最
も
密
接
な
利
害
を
有
す
る
者
と
し
て
、
甲
乙
両
地
の
境
界
確
定
の
訴
え
の
当
事

者
適
格
を
有
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
含
る
。
」

「
こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
見
る
と
、
：

・・:Y
ら
と

X
と
の
間
に
本
件
境
界
に
つ
い
て
争
い
が
あ
り
、
こ
れ
を
確
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て

X
取

得
士
地
及
び
D
取
得
士
地
の
範
囲
の
特
定
が
可
能
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
右
事
実
関
係
の
下
に
お
い
て
は
、

X
所
有
の
土
地
と

Y
ら
共
有
の
土
地

と
は
相
隣
接
す
る
関
係
に
あ
っ
て
、

X
は
X
取
得
土
地
の
範
囲
の
特
定
の
た
め
に
本
件
境
界
を
確
定
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、

X
は
、
本
件
境
界
に
つ

い
て
境
界
確
定
の
訴
え
の
当
事
者
適
格
を
有
す
る
も
の
と
い
う
べ
ぎ
で
あ
る
。
」

平
成
―
一
年
判
決
は
、
冒
頭
で
平
成
七
年
判
決
を
引
用
し
て
お
り
、
卒
然
と
読
め
ば
、
平
成
七
年
判
決
の
法
理
を
応
用
し
た
事
例
的
判

決
で
あ
る
よ
う
に
も
、
読
め
る
。
し
か
し
、
平
成
七
年
判
決
と
平
成
―
一
年
判
決
を
連
続
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
試
み
る
と
、
両
者
の
関

係
に
つ
き
以
下
の
三
点
の
疑
問
に
ぶ
つ
か
る
。

第
一
は
、
境
界
確
定
訴
訟
の
意
義
・
目
的
に
関
す
る
疑
問
で
あ
る
。
平
成
七
年
判
決
は
、
一
方
当
事
者
が
筆
界
線
を
越
え
た
相
手
方
土

地
を
時
効
取
得
し
た
場
合
に
も
、
当
事
者
適
格
に
影
響
は
な
く
境
界
の
確
定
を
す
る
意
義
は
失
わ
れ
な
い
と
す
る
。
一
方
当
事
者
が
相
手

方
土
地
を
時
効
取
得
し
た
場
合
に
は
、
筆
界
は
所
有
権
の
境
と
は
無
関
係
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
従
っ
て
平
成
七
年
判
決
は
、
所

有
権
範
囲
の
確
定
に
意
味
が
な
い
場
合
で
も
境
界
確
定
を
す
る
こ
と
を
志
向
す
る
趣
旨
に
も
読
め
る
。
そ
れ
に
対
し
、
平
成
―
一
年
判
決
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は
、
「

X
は
X
取
得
土
地
の
範
囲
の
特
定
の
た
め
に
本
件
境
界
を
確
定
す
る
必
要
が
あ
る
」
こ
と
を
理
由
に
、
「

X
は
、
本
件
境
界
に
つ
い

て
境
界
確
定
の
訴
え
の
当
事
者
適
格
を
有
す
る
」
と
し
て
お
り
、
あ
く
ま
で
士
地
所
有
権
の
範
囲
の
確
定
に
と
っ
て
意
義
が
あ
る
こ
と
が
、

境
界
確
定
訴
訟
を
認
め
る
条
件
と
な
る
と
解
し
て
い
る
よ
う
に
も
読
め
る
。
こ
の
点
で
、
両
判
決
間
に
食
い
違
い
が
あ
る
よ
う
に
も
見
受

け
ら
れ
る
が
、
両
者
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。

第
二
は
、
境
界
確
定
訴
訟
（
・
判
決
）
に
よ
る
境
界
確
定
が
持
つ
意
味
に
関
す
る
疑
問
で
あ
る
。
平
成
七
年
判
決
は
、
境
界
確
定
の
訴

え
を
、
裁
判
に
よ
っ
て
「
新
た
に
」
境
界
を
定
め
る
こ
と
を
求
め
る
訴
え
で
あ
る
、
と
位
置
づ
け
る
。
こ
の
「
新
た
に
」
を
強
調
し
て
読

め
ば
‘
判
決
に
よ
っ
て
引
か
れ
る
筆
界
（
以
下
、
判
決
に
よ
り
定
ま
る
筆
界
を
、
「
筆
界
」
と
表
記
す
る
）
は
、
そ
れ
ま
で
存
在
は
し
て
い
た
は

ず
で
あ
る
が
、
位
置
が
事
実
上
不
明
で
あ
っ
た
甲
・
乙
地
間
の
筆
界
（
以
下
こ
の
、
位
置
が
不
明
で
は
あ
る
が
‘
客
観
的
に
存
在
し
て
き
た
は
ず

の
筆
界
を
〈
筆
界
〉
と
表
記
す
る
）
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
実
際
に
〈
筆
界
〉
が
こ
れ
ま
で
ど
こ
に
あ
っ
た
か
は
ひ
と
ま
ず
お
い
て
お
い
て
、

こ
れ
か
ら
は
筆
界
は
こ
こ
だ
と
い
う
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
の
が
、
境
界
確
定
訴
訟
（
・
判
決
）
の
も
つ
内
容
だ
、
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。
そ
れ
に
照
ら
し
た
場
合
、
平
成
―
一
年
判
決
の
事
案
は
、

x
.
Y
の
所
有
地
問
の
境
界
が
、
も
と
も
と
存
在
し
て
い
た
は
ず

の
〈
筆
界
〉
か
ら
四
坪
甲
地
側
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
存
在
し
て
い
た
、
と
い
う
事
案
で
あ
り
、
X
•
Y

所
有
地
間
の
境
界
を
確
定
す
る
た

め
に
は
、
本
来
の
〈
筆
界
〉
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
事
案
で
あ
っ
た
。
も
し
、
平
成
七
年
判

決
の
言
う
が
如
＜
、
境
界
確
定
判
決
が
、
こ
れ
か
ら
ど
こ
を
甲
乙
地
間
の
筆
界
と
扱
う
べ
ぎ
か
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
‘
乎
成

―
一
年
判
決
の
よ
う
な
事
案
で
、
境
界
確
定
訴
訟
を
お
こ
な
う
こ
と
は
、
本
来
の
〈
筆
界
〉
が
明
ら
か
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
以
上
、
無

(
8
)
 

意
味
で
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
境
界
確
定
訴
訟
に
お
け
る
「
境
界
確
定
」
の
も
つ
意
味
内
容
に
つ
い
て
、
両
判
決
間
の
理

解
に
相
違
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
如
何
、
と
い
う
の
が
、
第
二
の
疑
問
で
あ
る
。

第
一
―
一
の
疑
問
は
、
第
一
の
疑
問
と
も
関
連
す
る
が
、
両
判
決
は
、
分
筆
登
記
の
前
提
と
し
て
の
筆
界
確
定
の
み
を
目
的
と
し
た
境
界
確

定
の
訴
え
を
承
認
す
る
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
点
に
関
わ
る
疑
問
で
あ
る
。
平
成
七
年
判
決
は
、
「
な
お
書
き
」
で
、
分
筆
登
記
の
た
め
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平
成
七
年
判
決
の
論
旨
の
検
討

平
成
七
年
判
決
と
平
成
―
一
年
判
決
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
前
提
と
し
て
、
ま
ず
平
成
七
年
判
決
の
論
旨
に
つ
い
て
、
検
討
を
加

え
た
い
。

山
平
成
七
年
判
決
は
、
「
〔
境
界
確
定
の
訴
え
〕
の
当
事
者
適
格
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
何
び
と
を
し
て
そ
の
名
に
お
い
て
訴
訟
を

追
行
さ
せ
、
ま
た
何
び
と
に
対
し
本
案
の
判
決
を
す
る
こ
と
が
必
要
か
つ
有
意
義
で
あ
る
か
の
観
点
か
ら
決
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
相
隣

接
す
る
土
地
の
各
所
有
者
が
、
境
界
を
確
定
す
る
に
つ
い
て
最
も
密
接
な
利
害
を
有
す
る
者
と
し
て
、
そ
の
当
事
者
と
な
る
の
で
あ
る
。
」

（
亀
甲
パ
ー
レ
ン
内
は
筆
者
）
と
し
た
上
で
、
「
右
の
訴
え
に
お
い
て
、
甲
地
の
う
ち
境
界
の
全
部
に
接
続
す
る
部
分
を
乙
地
の
所
有
者
が
時

効
取
得
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
甲
乙
両
地
の
各
所
有
者
は
、
境
界
に
争
い
が
あ
る
隣
接
土
地
の
所
有
者
同
士
と
い
う
関
係
に
あ
る
こ
と

(10) 

に
変
わ
り
は
な
く
、
境
界
確
定
の
訴
え
の
当
事
者
適
格
を
失
わ
な
い
。
」
と
述
べ
て
お
り
、
時
効
取
得
の
ケ
ー
ス
が
、
通
常
の
ケ
ー
ス
と
、

当
事
者
適
格
肯
定
の
理
由
付
け
に
お
い
て
区
別
さ
れ
な
い
関
係
に
立
つ
、
と
解
し
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。
こ
の
点
を
、
ど
の
よ
う
に
理

解
す
る
べ
き
か
、
問
題
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

2
 

の
境
界
確
定
の
必
要
を
認
め
る
。
分
筆
登
記
の
た
め
の
境
界
確
定
の
必
要
性
自
体
は
認
め
つ
つ
、
あ
く
ま
で
そ
れ
は
時
効
取
得
の
ケ
ー
ス

に
お
け
る
相
隣
接
土
地
所
有
者
の
境
界
確
定
訴
訟
当
事
者
適
格
肯
定
の
主
要
因
で
は
な
く
、
補
足
的
な
要
因
と
位
置
づ
け
る
、
と
い
う
形

を
取
っ
て
お
り
、
こ
の
点
に
関
す
る
平
成
七
年
判
決
の
立
場
は
、
微
妙
で
あ
る
と
評
価
で
き
よ
う
。
対
し
、
平
成
―
一
年
判
決
は
、
あ
く

ま
で
所
有
権
範
囲
の
確
定
に
照
準
を
当
て
て
境
界
確
定
訴
訟
の
許
否
を
判
断
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
、
分
筆
登
記
の
前
提
と
し
て

の
筆
界
確
定
を
目
的
と
し
た
境
界
確
定
の
訴
え
を
、
否
定
す
る
趣
旨
で
あ
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
か
か
る
両
判
決
を
、
ど
の
よ
う

に
整
合
的
に
理
解
す
る
か
、
と
い
う
の
が
、
第
三
の
疑
問
で
あ
る
。

以
下
に
て
、
平
成
七
年
判
決
の
論
旨
に
立
ち
人
っ
て
検
討
を
加
え
た
上
で
、
両
判
決
の
関
係
に
関
す
る
上
記
の
疑
問
に
つ
ぎ
‘
回
答
を

模
索
し
た
い
。
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こ
の
点
は
、
以
下
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
平
成
七
年
判
決
に
よ
れ
ば
、
境
界
確
定
の
訴
え
は
、
「
新
た

に
」
筆
界
を
定
め
る
こ
と
を
求
め
る
訴
え
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
過
去
来
の
筆
界
が
奈
辺
に
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
は
な
く
、
こ

れ
か
ら
は
筆
界
を
ど
こ
に
す
る
べ
き
か
を
決
め
る
の
が
、
境
界
確
定
訴
訟
で
あ
る
。
で
あ
る
と
す
れ
ば
‘
筆
界
I
I
所
有
権
界
と
い
う
通
常

の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
‘
裁
判
所
が
境
界
確
定
判
決
に
よ
り
定
め
る
「
筆
界
」
は
、
そ
れ
ま
で
客
観
的
に
は
存
在
し
て
き
た
は
ず
だ
が
具

体
的
位
置
が
不
明
だ
っ
た
〈
筆
界
〉
と
は
、
一
致
し
な
い
の
が
原
則
で
あ
り
、
従
っ
て
、
〈
筆
界
〉
に
一
致
す
る
と
こ
ろ
の
所
有
権
の
境

と
も
、
一
致
し
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
う
す
る
と
、
時
効
取
得
に
よ
り
所
有
権
の
境
が
ず
れ
よ
う
が
ず
れ
ま
い
が
、
裁
判
所
の
定
め
る
「
筆
界
」
と
、
所
有
権
界
は
一
致
し

な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
部
で
有
力
に
唱
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
、
同
一
当
事
者
の
所
有
地
内
に
「
筆
界
」
が
引
か
れ
る
場
合
に

は
、
境
界
確
定
の
訴
え
は
当
事
者
適
格
を
欠
く
、
と
い
う
規
律
を
貫
こ
う
と
す
れ
ば
、
境
界
確
定
の
訴
え
を
否
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
る
（
し
か
し
、
通
常
の
ケ
ー
ス
で
裁
判
所
が
過
去
来
の
筆
界
と
異
な
る
線
で
筆
界
を
定
め
る
可
能
性
を
封
じ
て
し
ま
っ
て
は
、
境
界
確
定
の
訴
え
を
認

め
る
意
義
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
境
界
確
定
の
訴
え
を
認
め
る
第
一
の
意
義
は
、
過
去
来
の
筆
界
の
位
置
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に

も
、
証
明
責
任
適
用
の
原
則
を
排
し
て
ど
こ
か
で
線
を
引
く
点
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
）
点
で
は
、
時
効
取
得
の
ケ
ー
ス
も
、
通

常
の
ケ
ー
ス
も
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
両
者
を
区
別
す
る
意
味
が
な
く
な
る
こ
と
に
な
る
。

平
成
七
年
判
決
が
、
時
効
取
得
の
ケ
ー
ス
を
通
常
の
ケ
ー
ス
と
区
別
せ
ず
に
当
事
者
適
格
の
有
無
を
判
断
し
た
の
は
、
以
上
の
よ
う
な

事
情
を
考
慮
し
た
結
果
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し
、
通
常
の
場
合
で
も
、
裁
判
所
の
定
め
る
「
筆
界
」
は
、
所
有
権
界
と
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
正
面
か
ら

認
知
し
た
場
合
、
時
効
取
得
等
、
所
有
権
界
が
〈
筆
界
〉
と
当
初
か
ら
異
な
る
場
合
だ
け
で
な
く
、
一
般
的
に
境
界
確
定
判
決
に
よ
り
引

か
れ
る
「
筆
界
」
は
所
有
権
界
と
一
致
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
今
度
は
一
般
的
に
、
境
界
確
定
訴
訟
を
認
め
る
意
義
が
、
問
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
あ
く
ま
で
、
境
界
確
定
訴
訟
の
意
義
は
所
有
権
の
範
囲
の
確
定
に
あ
る
、
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
‘
〈
筆
界
〉

所
有
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権
界
と
異
な
る
線
で
「
新
た
に
」
引
か
れ
る
「
筆
界
」
が
、
ど
の
よ
う
に
所
有
権
範
囲
の
確
定
に
寄
与
す
る
の
か
が
、
問
わ
れ
よ
う
。

8
 

②
こ
れ
ら
の
問
い
に
対
す
る
回
答
と
し
て
は
、
以
下
の
四
通
り
の
考
え
方
が
、
現
に
主
張
さ
れ
て
い
る
か
、
な
い
し
は
考
え
ら
れ
る
。

I

第
一
に
、
当
事
者
の
意
思
を
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
境
界
確
定
訴
訟
の
所
有
権
範
囲
確
定
機
能
を
正
当
化
す
る
立
場
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

さ
ら
に
以
下
の
一
―
つ
の
立
場
に
分
か
れ
得
る
。
―
つ
目
は
、
境
界
確
定
訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
の
は
、
別
に
所
有
権
の
範
囲
を
証
明
す
る
手

段
を
当
事
者
が
有
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
別
途
所
有
権
の
範
囲
を
証
明
す
る
手
段
が
な
い
以
上
、
境
界
を
確
定
す
る
判
決
が
下
っ
た
ら
、

当
事
者
と
し
て
は
そ
こ
が
所
有
権
の
境
で
も
あ
る
と
扱
わ
ざ
る
を
得
ず
、
扱
う
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
上
の
作
用
を
も
っ
て
、

境
界
確
定
訴
訟
の
所
有
権
範
囲
確
定
機
能
を
説
明
付
け
る
立
場
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
境
界
確
定
訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
場
合
に
は
、
判
決

に
よ
っ
て
引
か
れ
る
「
筆
界
」
を
所
有
権
界
と
し
よ
う
と
い
う
（
事
前
の
）
合
意
が
存
在
す
る
。
そ
の
合
意
の
効
果
に
よ
り
、
「
筆
界
」
が

所
有
権
界
と
し
て
も
通
用
す
る
よ
う
に
な
る
、
と
説
明
付
け
る
立
場
で
あ
る
。
第
二
に
、
境
界
確
定
訴
訟
に
お
け
る
立
証
活
動
等
を
通
じ

て
明
ら
か
に
な
っ
た
事
実
が
、
事
実
上
〈
筆
界
〉
の
位
置
に
つ
い
て
の
判
断
資
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
そ
れ
が
、
ひ
い
て
所
有
権
の
範

囲
の
確
定
に
役
に
立
つ
、
そ
の
よ
う
に
、
境
界
確
定
訴
訟
の
所
有
権
範
囲
確
定
機
能
を
説
明
す
る
立
場
が
あ
る
。
第
三
の
立
場
は
、
筆
界

確
定
判
決
は
、
同
時
に
、
当
事
者
の
間
で
そ
れ
が
所
有
権
界
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
確
定
す
る
効
力
を
も
有
す
る
、
と
見
る
立
場
で

あ
る
。
判
決
の
効
力
と
し
て
、
所
有
権
の
範
囲
も
確
定
さ
れ
る
、
と
説
明
す
る
立
場
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
最
後
に
、
筆
界
を
対
象
と
す

る
境
界
確
定
訴
訟
の
意
義
は
、
所
有
権
範
囲
の
確
定
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
分
筆
登
記
の
前
提
と
し
て
公
簿
上
の
筆
界
を
定
め
る
こ
と
自

体
に
あ
る
と
見
る
立
場
が
あ
る
。
境
界
確
定
訴
訟
の
所
有
権
範
囲
確
定
機
能
を
放
棄
す
る
立
場
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
中
で
、
第
一
か
ら
第
三
の
立
場
は
、
あ
く
ま
で
境
界
確
定
訴
訟
の
所
有
権
範
囲
確
定
機
能
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
立
場
で
あ
る
。

確
か
に
、
〈
筆
界
〉
が
同
時
に
所
有
権
界
を
画
す
る
通
常
の
ケ
ー
ス
で
は
、
こ
れ
ら
の
説
明
に
よ
り
境
界
確
定
訴
訟
の
所
有
権
範
囲
確
定

機
能
は
一
応
基
礎
付
け
ら
れ
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
立
場
で
、
時
効
取
得
の
ケ
ー
ス
に
お
け
る
境
界
確
定
訴
訟
の

所
有
権
範
囲
確
定
機
能
を
基
礎
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
は
、
検
討
を
要
す
る
。
時
効
取
得
の
ケ
ー
ス
で
は
、
所
有
権
界
は
時
効
取
得
の
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ラ
イ
ン
で
画
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
〈
筆
界
〉
は
す
で
に
所
有
権
界
と
は
無
関
係
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次

の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
ょ
う
か
。
ま
ず
、
時
効
取
得
の
ケ
ー
ス
で
は
〈
筆
界
〉
が
所
有
権
界
と
無
関
係
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の

は
、
そ
の
通
り
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
判
例
は
自
己
の
士
地
の
時
効
取
得
も
認
め
て
お
り
、
時
効
取
得
の
対
象
と
さ
れ
た
土
地
が
真
に
他

人
の
土
地
で
あ
っ
た
か
は
、
〈
筆
界
〉
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
に
依
存
す
る
。
〈
筆
界
〉
が
時
効
取
得
の
ラ
イ
ン
よ
り
も
時
効
取
得
者
（
平
成

七
年
判
決
て
言
え
ば
Y
)
所
有
地
側
に
あ
っ
た
と
な
っ
て
初
め
て
、
時
効
取
得
の
認
定
さ
れ
た
土
地
が
、
も
と
は
相
手
方
の
士
地
で
あ
っ
た

こ
と
が
は
っ
ぎ
り
す
る
。
す
な
わ
ち
、
〈
筆
界
〉
が
時
効
取
得
者
所
有
地
内
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
時
効
取
得
者
が
、
後
に

な
っ
て
〈
筆
界
〉
が
時
効
取
得
の
ラ
イ
ン
よ
り
も
相
手
方
所
有
地
側
に
あ
る
と
し
て
所
有
地
の
拡
張
を
主
張
し
て
く
る
こ
と
を
阻
止
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
〈
筆
界
〉
の
位
置
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
時
効
取
得
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
所
有
権
範
囲

の
確
定
に
寄
与
す
る
と
言
う
こ
と
が
で
ぎ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
第
二
の
立
場
に
よ
る
境
界
確
定
訴
訟
の
所
有
権
範
囲
確
定
機
能
の

基
礎
付
け
は
、
時
効
取
得
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
通
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
第
一
•
第
三
の
立
場
に
よ
る
基
礎
付
け
は
、
そ
の
ま
ま
で
は

時
効
取
得
の
ケ
ー
ス
に
は
妥
当
し
な
い
が
、
し
か
し
、
効
果
の
生
じ
る
対
象
を
、
直
接
に
当
事
者
の
所
有
権
の
範
囲
と
す
る
の
で
は
な
く
、

「
係
争
両
地
間
の
〈
筆
界
〉
が
判
決
に
よ
っ
て
引
か
れ
た
線
で
あ
っ
た
こ
と
」
に
ず
ら
せ
ば
、
時
効
取
得
の
ケ
ー
ス
を
も
含
め
て
、
境
界

(20) 

確
定
訴
訟
の
所
有
権
範
囲
確
定
機
能
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
ろ
う

③
結
局
、
以
下
の
四
通
り
の
方
法
で
、
時
効
取
得
の
ケ
ー
ス
、
通
常
の
ケ
ー
ス
を
含
め
、
境
界
確
定
訴
訟
の
所
有
権
範
囲
確
定
機
能

を
正
当
化
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

①
第
一
は
、
判
決
効
と
し
て
、
「
筆
界
」
を
新
た
に
定
め
る
効
果
の
ほ
か
に
、
当
事
者
間
で
は
、
裁
判
所
が
定
め
た
「
筆
界
」
が

〈
筆
界
〉
で
も
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
既
判
力
が
生
じ
る
と
見
る
方
法
で
あ
る
。

②
第
二
は
、
裁
判
所
が
「
筆
界
」
を
定
め
れ
ば
、
そ
れ
を
〈
筆
界
〉
と
し
て
扱
う
と
す
る
事
前
の
合
意
が
当
事
者
間
に
あ
る
と
見
る

方
法
で
あ
る
。
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第
一
二
は
、
裁
判
所
が
「
筆
界
」
を
定
め
れ
ば
、
事
実
上
、
当
事
者
は
「
筆
界
」
を
〈
筆
界
〉
と
し
て
扱
う
よ
う
に
な
る
、
と
説
明

す
る
方
法
で
あ
る
。

④
 
第
四
は
、
境
界
確
定
訴
訟
の
経
過
の
中
で
提
出
さ
れ
る
証
拠
等
よ
り
、
〈
筆
界
〉
が
明
ら
か
に
な
る
、
と
説
明
す
る
方
法
で
あ
る
。

以
上
の
う
ち
、
④
の
立
場
は
、
境
界
確
定
訴
訟
の
意
義
は
、
結
果
と
し
て
の
判
決
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
係
属
中
の
審
理
自
体
に
あ
る

と
見
る
立
場
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
立
場
で
は
、
〈
筆
界
〉
の
位
置
が
審
理
の
結
果
判
明
し
な
か
っ
た
場
合
に
も
裁
判
所
が
裁
量
に

よ
り
線
を
引
く
と
い
う
規
律
を
境
界
確
定
訴
訟
に
採
用
す
る
意
義
は
、
仮
に
〈
筆
界
〉
の
位
置
に
つ
い
て
真
偽
不
明
で
も
裁
判
所
が
一
応

線
を
引
い
て
く
れ
る
の
で
証
明
責
任
の
適
用
に
よ
り
自
己
の
所
有
権
が
広
く
否
定
さ
れ
る
心
配
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
保
障
す
る
こ
と
に

よ
り
、
立
証
可
能
性
に
つ
い
て
不
安
を
抱
い
て
い
る
原
告
の
訴
え
提
起
に
対
す
る
抵
抗
感
を
軽
滅
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
に
見
出

す
こ
と
に
な
ろ
う
。
確
か
に
―
つ
の
興
味
深
い
考
え
方
で
は
あ
る
が
、
こ
の
立
場
で
は
、
訴
訟
の
結
果
、
〈
筆
界
〉
に
つ
い
て
何
ら
か
の

証
拠
が
得
ら
れ
た
場
合
に
の
み
、
境
界
確
定
訴
訟
を
し
た
意
味
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
結
果
と
し
て
無
意
味
に
お
わ
る
境
界
確

定
訴
訟
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
可
能
性
を
前
提
と
し
た
上
で
被
告
に
応
訴
を
強
い
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
に
は
困

難
が
伴
う
よ
う
に
思
わ
れ
、
結
局
④
の
立
場
単
独
で
境
界
確
定
訴
訟
の
所
有
権
範
囲
確
定
機
能
を
基
礎
付
け
る
こ
と
は
難
し
く
、
こ
の
考

え
方
は
他
の
立
場
を
補
強
す
る
程
度
の
説
明
と
し
て
位
置
付
け
る
の
が
、
妥
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

③
の
立
場
は
、
所
有
権
範
囲
確
定
作
用
の
主
要
な
部
分
を
、
当
事
者
の
事
後
的
自
主
的
活
動
と
い
う
事
実
上
の
問
題
に
委
ね
る
立
場
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
強
制
執
行
の
担
保
の
な
い
給
付
．
確
認
判
決
を
認
め
る
こ
と
に
類
似
し
よ
う
。
所
有
権
の
範
囲
に
つ
い
て
法
的
な
効

力
を
持
つ
判
断
が
下
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
例
え
ば
所
有
権
範
囲
の
確
認
や
、
土
地
明
渡
な
ど
の
請
求
が
な
さ
れ
て
も
、
境
界
確

定
判
決
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
た
「
筆
界
」
を
、
こ
れ
ら
の
請
求
に
お
け
る
判
断
の
前
提
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
点
に
注
意
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
筆
界
」
を
「
新
た
に
定
め
る
」
と
い
う
境
界
確
定
訴
訟
の
性
質
決
定
と
の
整
合
性
に
お
い
て
は
、

少
な
い
反
面
、
限
定
さ
れ
た
所
有
権
範
囲
確
定
機
能
し
か
、
境
界
確
定
訴
訟
に
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

③
 

一
番
無
理
が
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①
第
三
•
第
一
の
疑
問
に
つ
い
て

3

平
成
七
年
判
決
と
平
成
―
一
年
判
決
の
関
係

②
の
立
場
も
、
所
有
権
範
囲
確
定
作
用
の
主
要
な
部
分
を
当
事
者
の
自
主
的
行
動
に
委
ね
る
点
で
、
③
の
立
場
に
等
し
い
が
、
「
事
前

の
合
意
」
を
媒
介
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
③
の
立
場
よ
り
も
法
的
に
安
定
し
た
所
有
権
範
囲
確
定
機
能
を
基
礎
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
し
、
反
面
、
「
事
前
の
合
意
」
の
存
在
が
要
件
と
な
る
こ
と
か
ら
、
厳
密
に
つ
め
れ
ば
、
被
告
に
よ
る
「
『
筆
界
』
を
も
っ
て

〈
筆
界
〉
と
扱
う
こ
と
」
に
対
す
る
同
意
が
認
定
で
ぎ
な
け
れ
ば
、
境
界
確
定
訴
訟
の
所
有
権
範
囲
確
定
機
能
、
ひ
い
て
は
適
法
性
を
基

礎
付
け
ら
れ
な
い
。
応
訴
義
務
の
な
い
特
殊
な
訴
訟
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

①
の
立
場
が
、
最
も
安
定
し
た
所
有
権
範
囲
の
確
定
機
能
を
境
界
確
定
訴
訟
に
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
が
、
反
面
、
「
『
筆
界
』
が

〈
筆
界
〉
で
あ
る
こ
と
」
に
つ
い
て
の
既
判
力
を
当
事
者
間
に
通
用
さ
せ
る
法
的
根
拠
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
事
実
事
項

(22) 

に
つ
い
て
の
既
判
力
と
い
う
も
の
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
と
い
う
問
題
も
残
る
。

④
の
立
場
が
、
他
の
立
場
の
補
強
的
位
置
付
け
を
持
つ
と
す
る
と
、
境
界
確
定
訴
訟
の
所
有
権
範
囲
確
定
機
能
の
基
礎
付
け
と
し
て
は
、

結
局
、
①
な
い
し
③
の
立
場
が
残
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
上
述
し
た
よ
う
な
長
短
を
有
す
る
が
、
い
ず
れ
の
立
場
も
‘
論
理
的
に
は

成
立
し
得
よ
う
。

平
成
七
年
判
決
に
照
ら
し
た
場
合
、
「
『
筆
界
』
を
〈
筆
界
〉
と
扱
う
と
の
事
前
の
合
意
」
の
存
在
を
認
定
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
す

れ
ば
‘
②
に
平
成
七
年
判
決
が
立
っ
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。
残
り
は
、
①
ま
た
は
③
の
立
場
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
中

で
は
③
の
立
場
の
方
が
よ
り
平
成
七
年
判
決
と
の
整
合
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
ど
ち
ら
の
立
場
も
、
平
成
七
年
判
決
と
積
極
的

矛
盾
を
き
た
す
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

結
局
、
平
成
七
年
判
決
も
、
あ
く
ま
で
所
有
権
範
囲
の
確
定
を
目
的
と
し
て
、
当
該
事
案
に
お
け
る
境
界
確
定
訴
訟
の
適
法
性
を
肯
定

し
た
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
具
体
的
説
明
と
し
て
は
、
上
記
①
ま
た
は
③
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
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ま
ず
第
一
―
一
の
疑
問
か
ら
考
察
す
る
と
、
平
成
七
年
判
決
は
、
所
有
権
範
囲
の
確
定
を
目
的
と
し
て
当
該
事
案
に
お
け
る
境
界
確
定
訴
訟

を
肯
定
し
た
と
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
分
筆
登
記
の
前
提
と
し
て
の
境
界
確
定
訴
訟
の
必
要
性
を
、
「
な
お
書
き
」
で
説
い
て

い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
平
成
七
年
判
決
は
、
当
該
事
案
と
の
関
係
で
は
、
所
有
権
範
囲
確
定
目
的
を
主
眼
に
お
い
て
境
界
確
定
訴
訟
の

適
法
性
を
肯
定
し
て
お
り
、
分
筆
登
記
の
前
提
と
し
て
の
境
界
確
定
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
肯
定
も
否
定
も
し
て
い
な
い
、
と
見
る
べ
き
こ

と
に
な
ろ
う
。

他
方
、
平
成
―
一
年
判
決
は
、

X
の
所
有
権
範
囲
確
定
に
対
す
る
利
益
を
根
拠
に

X
の
原
告
適
格
を
肯
定
し
て
お
り
、
分
筆
登
記
の
た

め
の
利
益
を
境
界
確
定
訴
訟
の
適
法
性
を
基
礎
付
け
る
利
益
と
し
て
否
定
し
て
い
る
よ
う
に
読
め
な
い
こ
と
も
な
い
。
し
か
し
、
当
該
事

案
で
、
分
筆
登
記
の
利
益
を
有
し
た
の
は
訴
え
却
下
を
求
め
て
上
告
し
た

Y
で
あ
り
、
こ
の
事
件
で
分
筆
登
記
の
利
益
を
理
由
に
境
界
確

定
訴
訟
の
適
法
性
を
基
礎
付
け
る
こ
と
は
無
理
で
あ
っ
た
。
平
成
―
一
年
判
決
が
所
有
権
確
定
機
能
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
こ
の
よ
う
な
事

情
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
分
筆
登
記
の
た
め
の
境
界
確
定
訴
訟
を
否
定
す
る
趣
旨
に
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

結
局
、
平
成
七
年
判
決
•
平
成
―
一
年
判
決
と
も
に
、
分
筆
登
記
の
前
提
と
し
て
の
境
界
確
定
の
み
を
目
的
と
し
た
境
界
確
定
の
訴
え

を
、
否
定
す
る
趣
旨
で
も
肯
定
す
る
趣
旨
で
も
な
く
、
こ
れ
を
認
め
る
か
否
か
は
、
判
例
に
お
い
て
ブ
ラ
ン
ク
に
残
さ
れ
て
い
る
と
見
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

同
様
に
、
第
一
の
疑
問
に
つ
い
て
も
、
平
成
七
年
判
決
も
所
有
権
範
囲
の
確
定
を
念
頭
に
お
い
て
境
界
確
定
の
訴
え
を
許
容
し
た
と
見

る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
他
方
、
平
成
―
一
年
判
決
が
所
有
権
確
定
機
能
を
全
面
に
押
し
出
し
た
の
は
事
案
と
の
対
応
か
ら
く
る
も
の
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
両
判
決
は
双
互
に
矛
盾
す
る
こ
と
は
な
い
、
と
評
価
し
う
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

総
合
す
れ
ば
‘
判
例
の
立
場
は
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
ま
ず
、
平
成
七
年
・
平
成
―
一
年
の
両
判
決
と
も
に
、
所
有
権
範
囲
の
確
定

を
第
一
義
的
な
目
的
と
し
て
、
境
界
確
定
訴
訟
を
肯
定
し
て
い
る
。
分
筆
登
記
の
み
を
目
的
と
し
た
境
界
確
定
訴
訟
の
適
法
性
に
つ
い
て

は
、
両
判
決
と
も
判
断
を
下
し
て
お
ら
ず
、
ブ
ラ
ン
ク
に
残
さ
れ
て
い
る
。
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②
第
二
の
疑
問
に
つ
い
て

前
述
の
通
り
、
境
界
確
定
訴
訟
の
所
有
権
確
定
機
能
の
説
明
と
し
て
は
、
前
述
①
i
③
の
三
つ
の
立
場
が
あ
り
得
る
と
思
わ
れ
る
。
平

成
―
一
年
判
決
が
こ
の
う
ち
の
ど
の
立
場
と
親
和
的
か
を
考
察
す
る
と
、
平
成
―
―
判
決
は
、
「

X
取
得
土
地
の
範
囲
の
特
定
の
た
め
に

本
件
境
界
を
確
定
す
る
必
要
が
あ
る
」
こ
と
を
理
由
に
、
当
該
事
案
に
お
け
る
境
界
確
定
訴
訟
の
適
法
性
を
基
礎
付
け
て
い
る
。
も
し
、

境
界
確
定
判
決
が
、

X
取
得
土
地
の
範
囲
の
特
定
に
直
接
寄
与
す
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
境
界
確
定
判
決
は
、
何
ら
か
の
形

で
〈
筆
界
〉
を
確
定
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
甲
地
内
の

x
.
Y取
得
土
地
の
範
囲
は
、
〈
筆
界
〉
の
位
置
に
依
存
す
る
か
ら

で
あ
る
。
特
に
原
審
は
、
境
界
確
定
判
決
に
よ
っ
て
引
か
れ
た
筆
界
線
を
甲
地
内
の

x
.
Y取
得
土
地
範
囲
確
定
の
た
め
の
基
礎
と
し
て

利
用
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
こ
れ
を
平
成
―
一
年
判
決
が
積
極
的
に
許
容
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
境
界
確
定
判
決
は
〈
筆

界
〉
を
確
定
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

そ
う
す
る
と
、
平
成
―
一
年
判
決
は
、
①
も
し
く
は
②
の
立
場
と
の
親
和
性
が
高
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
立
場
は
、
何
ら
か
の
形

で
当
事
者
問
で
〈
筆
界
〉
の
位
置
が
確
定
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
る
立
場
だ
か
ら
で
あ
る
。
平
成
―
一
年
判
決
が
「
『
筆
界
』
を
も
っ
て

〈
筆
界
〉
と
す
る
」
旨
の
当
事
者
間
の
合
意
を
認
定
し
て
い
な
い
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
中
で
も
、
①
の
立
場
に
よ
り
親
和
的
で
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
か
し
、
③
の
立
場
と
平
成
―
一
年
判
決
を
整
合
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
わ
け
で
は
な
い
。
「

X
取
得
土
地
の
範
囲
の
特
定

の
た
め
に
本
件
境
界
を
確
定
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
判
旨
の
趣
旨
を
、
裁
判
所
が
「
筆
界
」
を
確
定
す
れ
ば
、
当
事
者
が
そ
れ
に
従

っ
て
「
筆
界
」
を
〈
筆
界
〉
と
扱
う
よ
う
に
な
り
、
結
果
、
甲
地
内
の

X
・
Y
取
得
土
地
の
範
囲
に
つ
い
て

x
.
Y
間
で
合
意
が
形
成
さ

れ
る
可
能
性
が
生
じ
る
、
と
い
う
趣
旨
に
と
れ
ば
、
必
ず
し
も
境
界
確
定
判
決
に
よ
り
〈
筆
界
〉
が
確
定
さ
れ
る
必
要
は
な
い
こ
と
に
な

る
。
そ
の
よ
う
に
平
成
―
一
年
判
決
を
読
め
ば
、
平
成
―
一
年
判
決
は
③
の
立
場
と
整
合
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
場
合
、
当
判
決
は
、

境
界
確
定
判
決
に
よ
っ
て
引
か
れ
た
筆
界
線
を
甲
地
内
の

x
.
Y取
得
士
地
範
囲
確
定
の
た
め
の
基
礎
と
し
て
利
用
す
る
、
と
い
う
原
審
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(25) 

の
扱
い
を
積
極
的
に
肯
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
、
と
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

結
局
、
平
成
―
一
年
判
決
を
平
成
七
年
判
決
の
延
長
線
上
に
位
置
付
け
よ
う
と
し
た
場
合
に
は
、
境
界
確
定
訴
訟
の
所
有
権
範
囲
確
定

機
能
に
つ
き
、
双
方
と
も
①
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
と
見
る
か
、
双
方
と
も
③
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
と
見
る
か
、
二
通
り
の
見
方
が
可

能
で
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

(
7
)

な
お
、
判
例
時
報
の
解
説
も
参
照
（
判
時
一
4

ハ
七
四
号
七
六
頁
）
。
「
境
界
を
確
定
し
な
く
て
も
、
自
己
所
有
の
土
地
の
範
囲
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
に
は
、
右
の
者
〔
II
境
界
に
接
続
し
な
い
士
地
の
所
有
者
。
筆
者
注
〕
は
、
境
界
の
確
定
に
利
害
を
有
し
な
い
か
ら
、
当
事
者
適
格
は
な
い
と
解
さ
れ

る
」
と
説
く
。

(
8
)

そ
の
点
を
意
識
し
て
か
は
不
明
て
あ
る
が
、
平
成
―
一
年
判
決
は
、
「
新
た
に
」
と
い
う
文
言
を
用
い
ず
、
境
界
確
定
の
訴
え
を
、
単
に
、
裁
判
に
よ
っ

て
境
界
を
「
定
め
る
」
こ
と
を
求
め
る
訴
え
で
あ
る
と
、
定
義
し
て
い
る
。

(
9
)

以
下
、
隣
接
土
地
所
有
者
の
う
ち
の
一
方
が
、
相
手
方
が
所
有
す
る
公
簿
上
の
土
地
の
境
界
に
接
す
る
部
分
（
一
部
な
い
し
全
部
）
を
時
効
取
得
し
た
場

合
を
指
し
て
、
時
効
取
得
の
ケ
ー
ス
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

(10)

以
下
、
筆
界
が
同
時
に
所
有
権
の
境
を
画
す
る
関
係
に
立
つ
ケ
ー
ス
を
、
通
常
の
ケ
ー
ス
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
筆
界
が
同
時
に
所
有
権
の
境
を
画
さ
な

い
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
一
方
当
事
者
が
隣
接
名
義
人
土
地
の
一
部
を
時
効
取
得
し
た
場
合
の
他
、
筆
界
と
異
な
る
位
置
で
所
有
権
の
境
に
つ
い
て
合
意
が
な
さ

れ
た
場
合
や
、
平
成
1

一
年
判
決
の
よ
う
に
未
分
筆
の
ま
ま
土
地
の
一
部
の
譲
渡
が
な
さ
れ
た
場
合
な
ど
が
、
考
え
ら
れ
る
。

(11)

村
松
俊
夫
『
境
界
確
定
の
訴
え
』
（
有
斐
閣
、
一
九
七
―
―
年
）
ほ
か
。

(12)

小
室
直
人
「
境
界
確
定
訴
訟
の
再
検
討
」
中
村
宗
雄
先
生
古
稀
祝
賀
『
民
事
訴
訟
の
法
理
』
（
敬
文
堂
、
一
九
六
五
年
）
一
四
一
頁
。

(13)

畑
郁
夫
「
境
界
確
定
訴
訟
」
新
堂
幸
司
編
『
特
別
講
義
民
事
訴
訟
法
』
（
有
斐
閣
、
一
九
八
八
年
）
―

1
0
四
頁
、
高
橋
宏
志
『
重
点
講
義
民
事
訴
訟
法

〔
新
版
〕
』
（
有
斐
閣
‘

1
:
0
0
0年
）
八

0
頁。

(
1
4
)
畑
説
、
高
橋
説
が
、
そ
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
は
厳
密
に
は
判
然
と
し
な
い
が
、
一
っ
目
の
立
場
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
高
橋
•
前
出
注

(
1
3
)

は
、
境
界
確
定
判
決
が
定
め
る
筆
界
と
異
な
る
所
有
権
界
を
主
張
す
る
再
訴
の
可
能
性
を
認
め
る
が
、
後
述
す
る
一
《
つ
目
の
立
場
で
は
、
当
事
者
の
合
意
の
効

果
と
し
て
請
求
棄
却
に
終
わ
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

(
1
5
)花
田
•
前
出
注

(
2
)

―
二
九
頁
、
山
本
・
後
出
注

(
1
7）
一
0
1
頁
が
、
境
界
確
定
訴
訟
が
こ
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
し
得
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
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但
し
、
両
者
と
も
、
こ
の
よ
う
な
機
能
を
境
界
確
定
訴
訟
の
中
心
的
意
義
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
わ
け
て
は
な
い
。

(
1
6
)小
室
•
前
出
注

(
1
2
)
。
林
屋
礼
―
-
『
民
事
訴
訟
法
概
要
』
（
有
斐
閣
、
一
九
九
六
年
）
一0
0
頁
も
、
同
趣
旨
か
。

(17)

林
伸
太
郎
「
境
界
確
定
訴
訟
の
再
生
の
た
め
に
」
民
事
訴
訟
雑
誌
四
―
一
号
（
一
九
九
六
年
）
二
六
四
頁
、
山
本
和
彦
「
境
界
確
定
訴
訟
」
判
夕
九
八
六
号

（
一
九
九
九
年
）
九
四
頁
。

(18)

最
判
昭
和
四
ニ
・
七
・
ニ
―
民
集
ニ
―
巻
六
号
一
六
四
三
頁
が
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
と
さ
れ
る
。

(19)

最
判
昭
和
五
八

・
1
0
・

―
八
〔
前
出
注
(

4

)

]

は
、
「
時
効
取
得
の
成
立
す
る
部
分
が
、
い
か
な
る
範
囲
で
い
ず
れ
の
土
地
に
属
す
る
か
は
、
両
士
地

の
境
界
が
ど
こ
に
あ
る
か
が
明
確
に
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
定
ま
る
関
係
に
あ
〔
る
〕
」
（
亀
甲
。
ハ
ー
レ
ン
内
は
筆
者
）
と
述
べ
る
。

(20)

す
な
わ
ち
、
第
一
の
立
場
で
は
、
当
事
者
が
、
「
筆
界
」
を
〈
筆
界
〉
と
し
て
扱
う
よ
う
に
な
る
、
な
い
し
、
当
事
者
の
間
で
、
「
筆
界
」
を
〈
箪
界
〉
と

扱
う
こ
と
に
つ
い
て
の
事
前
の
合
意
が
あ
る
と
み
る
。
第
一
1

一
の
立
場
で
は
、
「
筆
界
」
が
〈
筆
界
〉
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
当
事
者
間
に
既
判
力
が
生
じ
る

と
み
る
。
「
筆
界
」
が
〈
筆
界
〉
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
〈
筆
界
〉
が
所
有
権
界
も
画
す
る
ケ
ー
ス
で
は
、
「
筆
界
」
に
よ
り
所
有
権
の
境
が
画
さ
れ

る
と
い
う
効
果
が
生
じ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
但
し
、
後
出
注

(22)
参
照
。

(21)

こ
の
立
場
は
、
「
裁
判
所
が
『
筆
界
』
と
し
て
定
め
た
線
が
、
客
観
的
に
存
在
は
し
て
ぎ
た
は
ず
だ
が
位
置
が
不
明
確
で
あ
っ
た
〈
筆
界
〉
の
位
置
で
あ

っ
た
」
と
い
う
事
実
上
の
事
項
に
つ
い
て
既
判
力
を
生
じ
さ
せ
る
立
場
で
あ
る
（
山
本
•
前
出
注

(
1
7
)九
八
頁
注
9

も
参
照
）
。
〈
筆
界
〉
が
「
筆
界
」
の
位

置
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
当
事
者
が
争
え
な
く
な
る
結
果
、
通
常
の
ケ
ー
ス
で
は
、
所
有
権
界
が
〈
筆
界
〉
と
異
な
る
こ
と
を
基
礎
付
け
る
特
段
の
事
情
が

立
証
で
き
な
い
限
り
、
「
筆
界
」
で
所
有
権
界
が
画
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
と
説
明
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

な
お
、
裁
判
所
に
よ
る
「
筆
界
」
の
確
定
に
遡
及
効
を
認
め
る
立
場
と
は
、
こ
の
意
味
で
異
な
る
。
具
体
的
に
は
、
後
者
の
立
場
で
は
、
「
筆
界
」
が
〈
筆

界
〉
と
一
致
す
る
こ
と
は
保
障
さ
れ
な
い
。
た
だ
、
対
抗
要
件
範
囲
の
確
定
と
い
う
筆
界
固
有
の
法
的
効
果
に
つ
い
て
、
遡
及
効
が
認
め
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
甲
土
地
を
A
が
、
乙
土
地
を
Y
が
所
有
し
て
い
て
、
A
が
X
に
甲
士
地
を
譲
渡
し
た
後
、

X
•
Y

間
で
甲
・
乙
土
地
間
の
筆
界
が
問
題

と
な
り
、

X
が
境
界
確
定
の
訴
え
を
提
起
し
、
結
果
、
判
決
（
便
宜
〈
イ
〉
線
と
す
る
）
が
下
っ
た
、
と
い
う
場
合
で
、
も
し
、

A
が
、
判
決
が
引
い
た
線
よ

り
も
〈
筆
界
〉
が
実
は
乙
地
側
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
証
明
で
き
る
場
合
（
こ
の
線
を
便
宜
〈
口
〉
線
と
す
る
）
に
は
、
「
筆
界
」
の
位
置
に
遡
及
効
を
認

め
る
立
場
で
は
、

A
は
〈
口
〉
線
ま
で
の
土
地
を
も
と
も
と
所
有
し
て
お
り
X
に
譲
渡
し
た
が
、

X
の
取
得
し
た
対
抗
要
件
は
〈
イ
〉
線
ま
で
し
か
及
ん
で
い

な
い
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、

A
は
第
三
者
D
に
〈
イ
〉
線
か
ら
〈
口
〉
線
ま
で
の
土
地
（
以
下
、
〈
イ
〉

I

〈
口
〉
地
）
を
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
、

D
と

X
は
対
抗
関
係
に
立
ち
、
先
に
登
記
を
備
え
た
方
が
勝
つ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

D
が
X
よ
り
も
先
に
、

Y
を
被
告
と
し
て
〈
イ
〉

I

〈口〉
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地
に
つ
い
て
の
分
筆
登
記
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
し
て
勝
訴
す
れ
ば
、

D
が
〈
イ
〉

I

〈
口
〉
地
の
所
有
権
を
確
定
的
に
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
。

D
は
背
信

的
悪
意
者
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
い
き
れ
な
い
。
実
際
に
こ
の
よ
う
な
事
態
が
起
ぎ
る
こ
と
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
少
な
く
と
も
理
論
上
は
否
定
で
き
な
い
。
「
筆
界
」
の
遡
及
効
と
い
う
規
律
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
有
す
る
と
言
え
る
。
山
本
•
前
出
注

(
1
7
)

九
八
頁
注
18
も
、
裁
判
所
に
よ
る
筆
界
の
確
定
は
、
遡
及
効
を
有
し
な
い
と
説
く
。

(
2
2
)例
え
ば
、
A
が
そ
の
所
有
地
を
甲
・
乙
二
筆
に
分
筆
し
、
甲
地
を

X
に
、
乙
地
を
Y

に
譲
渡
し
た
後
、
X
•
Y

間
で
甲
·
乙
地
間
の
筆
界
に
つ
き
争
い
が

生
じ
境
界
確
定
訴
訟
が
提
起
さ
れ
判
決
が
下
さ
れ
た
か
、
裁
判
所
が
引
い
た
「
筆
界
」
と
異
な
る
位
置
に
〈
筆
界
〉
が
あ
っ
た
こ
と
が
後
か
ら
判
明
し
た
、
と

い
う
場
合
、
A

に
よ
る
所
有
地
分
筆
、
x

、

Y

へ
の
譲
渡
が
、
具
体
的
に
ほ
〔
所
有
地
の
分
割
↓

X
•
Y

へ
の
譲
渡
の
意
思
表
示
↓
甲
・
乙
両
地
へ
の
分
筆
↓

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き

x
.
Y
へ
の
移
転
登
記
〕
と
い
う
手
順
を
経
て
い
た
よ
う
な
場
合
に
は
、

A
が
分
筆
を
し
た
線
が
「
筆
界
」
の
線
で
あ
る
こ
と
は
当
事
者
間

で
争
え
な
く
な
る
と
し
て
も
、
そ
の
前
に

A
が
X
に
譲
渡
す
る
分
、

Y
に
譲
渡
す
る
分
と
し
て
所
有
地
を
分
割
し
た
の
も
「
筆
界
」
の
線
で
あ
る
こ
と
を
、
当

事
者
間
て
争
え
な
く
な
る
の
か
は
、
一
義
的
に
は
判
然
と
し
な
い
。

A
が
譲
渡
の
前
提
と
し
て
分
割
し
た
線
は
、
分
筆
の
線
と
必
ず
一
致
す
る
と
い
う
保
障
は

な
い
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
‘
譲
渡
地
の
境
が
「
筆
界
」
の
線
で
あ
る
こ
と
は
、
既
判
力
の
射
程
外
と
い
う
こ
と
も
で
ぎ
る
。
が
、
譲
渡
地
の
境
が
「
筆
界
」
と
異

な
る
と
い
う
主
張
は
、
実
際
に
は
、
〈
筆
界
〉
が
「
筆
界
」
と
異
な
る
と
い
う
主
張
が
許
さ
れ
て
初
め
て
成
り
立
つ
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
譲
渡
地
の
境
が
「
筆

界
」
と
異
な
る
と
い
う
主
張
も
封
じ
ら
れ
る
、
と
い
う
理
解
も
成
り
立
ち
得
な
い
で
は
な
い
。

(23)

「
『
筆
界
』
が
〈
筆
界
〉
で
あ
っ
た
」
と
い
う
過
去
の
事
実
に
つ
い
て
判
断
の
通
用
力
を
認
め
る
こ
と
は
、
「
境
界
を
新
た
に
定
め
る
」
と
い
う
境
界
確
定

の
訴
え
に
つ
い
て
の
平
成
七
年
判
決
の
理
解
と
は
、
違
和
感
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
但
し
、
矛
盾
す
る
と
ま
で
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

(24)

な
お
、
坂
原
正
夫
「
平
成
―
一
年
判
決
判
例
批
評
」
慶
応
大
学
法
学
研
究
七
三
巻
七
号
（
二

0
0
0年
）
九
四
頁
は
、
当
該
事
案
に
お
い
て
甲
乙
地
間
の

筆
界
は
甲
地
内
の

x
.
Y所
有
地
の
境
界
の
先
決
的
関
係
に
あ
る
に
過
ぎ
ず
、
筆
界
に
つ
い
て
確
定
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
提

起
し
て
い
る
が
、
証
明
責
任
の
不
適
用
と
い
う
規
律
が
、
境
界
確
定
訴
訟
に
お
い
て
の
み
採
用
し
得
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
規
律
の
発
動
を
も
と
め
て
、
所
有

権
確
認
請
求
訴
訟
の
前
提
と
し
て
境
界
確
定
訴
訟
を
追
行
す
る
意
味
は
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

(25)

但
し
、
判
例
時
報
の
紹
介
を
読
む
限
り
で
は
、
原
審
が
、
〈
筆
界
〉
の
位
置
が
明
ら
か
に
な
ら
な
か
っ
た
た
め
に
妥
当
と
思
う
線
で
「
筆
界
」
を
確
定
し
、

そ
れ
に
依
拠
し
て
甲
地
内
の

x
.
Y所
有
地
の
境
を
認
定
し
た
の
で
あ
る
と
は
、
必
ず
し
も
断
定
で
き
な
い
。
訴
訟
の
中
で
た
ま
た
ま
〈
筆
界
〉
の
位
置
が
明

ら
か
に
な
っ
た
た
め
に
、
そ
れ
に
応
じ
て
境
界
確
定
判
決
を
下
し
、

X
に
よ
る
所
有
権
確
認
請
求
等
に
対
す
る
判
決
を
下
し
た
、
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
も
、
〈
筆
界
〉
が
必
ず
し
も
明
ら
か
に
な
ら
な
か
っ
た
場
合
に
備
え
て
、
境
界
確
定
訴
訟
を
行
う
意
義
は
あ
る
。
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(26) 

近
時
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
有
力
説
（
以
下
、
併
闘
説
と
称
す
る
）
は
、
筆
界
を
対
象
と
し
判
例
が
認
め
る
特
徴
を
有
す
る
境
界
確

定
訴
訟
を
認
め
た
上
で
、
そ
れ
を
対
抗
要
件
範
囲
の
確
定
の
た
め
の
訴
訟
と
位
置
付
け
（
山
本
説
は
こ
れ
を
「
筆
界
確
定
訴
訟
」
と
呼
ぶ
）
、

そ
れ
と
は
別
に
土
地
所
有
権
範
囲
の
確
定
を
目
的
と
し
た
境
界
確
定
訴
訟
（
山
本
説
は
「
所
有
権
範
囲
確
定
訴
訟
」
と
呼
ぶ
。
証
明
責
任
原
則
の

不
適
用
の
み
を
特
徴
と
す
る
）
を
認
め
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
対
抗
要
件
範
囲
の
確
定
に
つ
い
て
も
、
隣
接
土
地
所
有
者
を
当
事
者
と
す
る

訴
訟
に
よ
っ
て
実
現
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
点
で
、
従
来
の
批
判
説
と
異
な
る
視
点
に
立
つ
。

こ
の
有
力
説
は
、
境
界
確
定
訴
訟
が
、
印
対
抗
要
件
範
囲
の
確
定
、
回
所
有
権
範
囲
の
確
定
の
二
つ
の
機
能
を
果
た
し
得
る
こ
と
を
認

め
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
機
能
は
別
々
に
果
た
し
て
い
っ
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
提
起
を
含
む
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
照
ら
す
と
、
判
例
は
、
印
回
を
単
一
の
道
具
立
て
に
よ
り
実
現
す
る
こ
と
を
志
向
す
る
立
場
と
言
う

こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
以
下
、
併
置
説
の
問
題
提
起
に
照
ら
し
て
、
こ
の
よ
う
な
判
例
の
立
場
の
評
価
を
試
み
た
い
。

l

証
明
責
任
不
発
動
の
適
用
範
囲
の
差
異

併
置
説
は
、
士
地
所
有
権
の
境
界
を
直
接
の
対
象
と
す
る
「
所
有
権
範
囲
確
定
訴
訟
」
を
認
め
た
上
、
民
訴
法
二
四
八
条
の
類
推
適
用

を
根
拠
に
、
土
地
所
有
権
の
境
界
の
位
置
に
つ
い
て
真
偽
不
明
が
生
じ
た
場
合
一
般
に
つ
き
証
明
責
任
の
適
用
を
排
除
し
、
裁
判
所
が
妥

当
と
思
う
位
置
で
境
界
線
を
引
く
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
判
例
の
立
場
に
よ
れ
ば
‘
証
明
責
任
原
則
の
不
適
用
は
、
所
有
権
界
の
不
明
確

性
が
両
土
地
所
有
者
の
所
有
士
地
間
の
筆
界
の
不
明
確
性
に
起
因
し
て
い
る
場
合
に
の
み
‘
導
か
れ
る
こ
と
に
な
る
の
に
対
し
て
、
併
置

(28) 

説
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
以
外
の
場
合
に
も
、
証
明
責
任
原
則
の
不
適
用
が
導
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
併
置
説
と
判
例
を
比
較

(29) 

し
た
場
合
、
証
明
責
任
原
則
が
排
除
さ
れ
る
局
面
の
範
囲
に
差
異
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
併
置
説
か
ら
す
れ
ば
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
所

判
例
の
立
場
の
評
価
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有
権
界
の
位
置
に
つ
き
不
明
確
性
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
証
明
責
任
原
則
の
適
用
は
同
様
に
排
除
さ
れ

こ
の
批
判
に
対
し
、
判
例
の
立
場
を
擁
護
す
る
と
す
れ
ば
‘
証
明
責
任
原
則
の
不
適
用
は
、
所
有
権
界
の
不
明
確
性
が
筆
界
の
不
明
確

性
に
起
因
し
て
い
る
場
合
に
の
み
正
当
化
さ
れ
得
る
、
と
反
論
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
確
か
に
、
筆
界
の
位
置
を
明
確
に
し
て
お
く
責
任

は
一
義
的
に
は
行
政
に
あ
り
、
私
人
に
は
な
い
と
も
言
い
得
る
。
土
地
所
有
権
界
の
不
明
確
性
が
筆
界
の
不
明
確
性
に
起
因
し
て
い
る
場

合
に
は
、
そ
の
不
利
益
を
私
人
が
甘
受
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
、
受
け
入
れ
易
い
。
そ
れ
に
対
し
、
時
効
取
得
•
合
意
に
よ

る
所
有
権
界
設
定
の
場
合
に
は
、
そ
れ
に
よ
る
所
有
権
界
の
位
置
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
未
分
筆
の
間
は
私
人
の
責
任
に
委
ね
ら
れ
て
い

る
と
見
る
こ
と
も
、
可
能
で
あ
る
。
所
有
権
界
の
不
明
が
筆
界
に
起
因
し
て
い
る
場
合
に
の
み
、
証
明
責
任
原
則
の
不
適
用
を
認
め
る
と

(30)（
31) 

い
う
規
律
も
、
正
当
化
し
得
な
い
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
逆
に
判
例
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
‘
士
地
所
有
権
界
線
の
不
明
確
性
の
場

合
に
民
訴
法
一
一
四
八
条
を
類
推
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
批
判
が
考
え
ら
れ
る
。
民
訴
法
二
四
八
条
の
性

質
・
根
拠
に
つ
い
て
は
近
時
議
論
の
菩
積
が
著
し
く
、
本
稿
で
こ
れ
に
立
ち
入
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
が
、
責
任
の
存
在
が
認
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
、
裁
判
所
の
裁
量
に
よ
る
損
害
額
算
定
を
甘
受
す
る
こ
と
を
被
告
に
対
し
て
要
求
す
る
上
で
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
要
素
に

な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
被
告
に
対
し
類
似
の
甘
受
を
強
い
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
契
機
は
、
土
地
所
有
権
の
境
界
が
不
明
な
場

合
一
般
に
は
、
存
在
し
な
い
（
そ
の
意
味
で
、
被
告
が
同
意
し
た
場
合
に
の
み
、
土
地
所
有
権
界
を
対
象
と
し
た
境
界
確
定
訴
訟
を
認
め
る
と
い
う
規

律
も
、
考
え
ら
れ
な
い
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
）

一
般
的
に
証
明
責
任
原
則
の
不
適
用
を
基
礎
付
け
る
の
は
困
難
な
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
批
判
も
、
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

2

筆
界
と
所
有
権
界
の
差
異
か
ら
く
る
異
同

訴
訟
の
対
象
と
し
て
、
筆
界
と
所
有
権
界
と
を
対
比
し
た
場
合
、
以
下
の
二
点
に
お
い
て
差
異
が
あ
る
。

第
一
に
、
所
有
権
界
に
つ
い
て
は
、
処
分
権
主
義
の
適
用
が
考
え
ら
れ
、
当
事
者
が
求
め
る
範
囲
内
で
裁
判
所
は
境
界
線
を
引
く
べ
き

る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
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で
あ
る
の
に
対
し
、
筆
界
に
つ
い
て
は
処
分
権
主
義
の
適
用
が
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
但
し
、
筆
界
に
つ
い
て
処
分
権
主
義
の
適

用
が
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
当
事
者
が
求
め
る
範
囲
外
で
も
裁
判
所
が
勝
手
に
線
を
引
い
て
よ
い
と
い
う
こ
と
を
直
ち
に
意
味

す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
裁
判
所
が
、
当
事
者
が
求
め
る
範
囲
外
に
境
界
線
を
引
く
の
が
妥
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
請
求

を
棄
却
す
る
、
と
い
う
規
律
も
、
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

第
一
一
に
、
所
有
権
界
に
つ
い
て
は
相
対
的
解
決
と
い
う
民
訴
法
の
原
則
が
妥
当
す
る
の
に
対
し
、
筆
界
は
、
対
世
的
に
同
一
内
容
で
確

定
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
利
害
関
係
人
を
で
き
る
だ
け
広
く
と
り
こ
ん
だ
上
で
、
画
一
的
解
決
が
な
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

併
置
説
に
よ
れ
ば
‘
こ
の
二
つ
の
差
異
を
反
映
し
た
形
で
、
二
つ
の
訴
訟
形
態
を
組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
対
し
、
判
例
は
、

そ
れ
が
で
き
な
い
と
い
う
難
点
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
を
逆
に
見
れ
ば
‘
判
例
に
は
、
所
有
権
界
・

筆
界
に
共
通
し
た
形
で
、
一
回
的
・
画
一
的
解
決
を
図
る
こ
と
が
で
ぎ
る
、
と
い
う
利
点
が
あ
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
上
述
の
③
の

立
場
に
従
え
ば
、
「
筆
界
」
が
引
か
れ
れ
ば
、
当
事
者
は
、
別
に
〈
筆
界
〉
の
位
置
を
証
明
す
る
手
段
が
な
い
た
め
、
「
筆
界
」
を
〈
筆

界
〉
と
し
て
扱
う
よ
う
に
な
る
。
〈
筆
界
〉

1
1
所
有
権
界
の
場
合
に
は
、
「
筆
界
」
を
も
っ
て
所
有
権
の
範
囲
も
画
さ
れ
る
よ
う
に
行
動
す

る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
他
の
利
害
関
係
人
に
も
当
て
は
ま
り
、
結
局
、
利
害
関
係
人
全
員
に
共
通
し
た

形
で
事
実
上
「
筆
界
」
が
所
有
権
界
を
画
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
し
か
に
、
所
有
権
の
境
界
に
つ
い
て
は
、
民
訴
法
の
原
則
か
ら
す
れ
ば

個
々
の
利
害
関
係
人
毎
の
相
対
的
解
決
が
本
来
で
あ
ろ
う
が
、
例
え
ば
、

A
の
所
有
地
甲
を

B
が
賃
借
し
て
お
り
、

A
の
土
地
上
に

C
、

D
が
第
一
、
第
一
一
抵
当
権
を
設
定
し
て
お
り
、
さ
ら
に

A
の
債
権
者
E
が
A
の
士
地
を
差
し
押
さ
え
た
、
と
い
う
場
合
、
相
対
的
解
決
の

原
則
を
適
用
す
れ
ば
、

A
、
B
、
C
、
D
、
E
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
、

A
の
土
地
所
有
権
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
異
な
る
判
断
が
な
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

E
の
差
押
に
よ
る
執
行
手
続
に
お
い
て
、

A
の
甲
地
に
対
す
る
所
有
権
の
範
囲
は
、

A
、
C
、

D
、
E
に
つ
い
て
（
場
合
に
よ
っ
て
は
B
も
含
め
て
）
同
時
に
問
題
と
な
る
。

A
の
所
有
権
が
画
一
的
に
確
定
さ
れ
て
い
た
方
が
、
こ
の
と
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き
面
倒
が
少
な
く
て
済
む
で
あ
ろ
う
。

A
の
甲
地
に
対
す
る
所
有
権
が
そ
も
そ
も
〈
筆
界
〉
ま
で
及
ん
で
い
な
い
場
合
に
は
、
判
例
の
立

場
で
も
、
所
有
権
に
つ
い
て
画
一
的
判
断
が
保
障
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
所
有
権
界
が
〈
筆
界
〉
と
一
致
し
て
い
る
通
常
の
ケ
ー
ス

で
は
、
少
な
く
と
も
関
係
者
毎
に
所
有
権
の
範
囲
に
つ
い
て
の
判
断
が
異
な
る
と
い
う
事
態
は
回
避
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
見
た
場
合
、

土
地
所
有
権
界
・
筆
界
を
同
時
に
画
そ
う
と
す
る
判
例
の
立
場
も
、
理
解
し
得
な
い
こ
と
は
な
い
。

但
し
、
所
有
権
界
・
筆
界
に
つ
い
て
の
「
一
回
的
」
「
画
一
的
」
処
理
、
と
い
う
利
点
を
全
う
す
る
に
は
、
以
下
の
条
件
や
留
保
が
必

要
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
利
害
関
係
人
を
広
く
訴
訟
に
と
り
こ
む
こ
と
が
志
向
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

抵
当
権
者
、
差
押
債
権
者
、
借
地
権
者
は
、
筆
界
の
位
置
が
ど
こ
に
あ
る
か
に
つ
い
て
、
重
要
な
利
害
関
心
を
有
す
る
。
特
に
抵
当
権
者
、

(34) 

差
押
債
権
者
は
、
競
売
に
か
け
る
こ
と
の
で
ぎ
る
土
地
の
範
囲
が
、
事
実
上
筆
界
の
位
置
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
く
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

(35) 

土
地
所
有
権
者
よ
り
も
、
抵
当
権
者
等
の
ほ
う
が
、
筆
界
の
位
置
に
つ
い
て
よ
り
重
要
な
利
害
関
係
を
有
す
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
所

有
権
界
に
つ
い
て
も
事
実
上
対
世
的
な
解
決
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
利
害
関
係
人
を
必
要
的
当
事
者
と
す
る
規
律
も
十
分

考
慮
に
値
す
る
（
訴
訟
の
規
律
と
し
て
は
、
独
立
当
事
者
参
加
の
規
定
を
準
用
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
）
。
抵
当
権
者
、
差
押
債
権
者
、
借
地
権
者
は
、

対
抗
要
件
を
備
え
て
い
れ
ば
登
記
簿
で
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
必
要
的
当
事
者
と
す
る
の
に
支
障
は
少
な
い
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
反
面
、
こ
の
よ
う
に
筆
界
の
位
置
に
利
害
関
係
を
持
つ
者
を
当
事
者
と
し
て
と
り
こ
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
例
え
ば
‘
処
分

権
主
義
や
不
利
益
変
更
禁
止
原
則
の
不
適
用
な
ど
の
特
徴
を
筆
界
確
定
訴
訟
に
認
め
る
必
要
は
な
く
な
る
。

第
二
に
、
判
例
に
よ
る
処
理
は
、
「
一
回
的
」
「
画
一
的
」
解
決
と
い
う
利
点
を
有
す
る
反
面
、
特
に
所
有
権
者
の
処
分
権
限
を
害
す
る

作
用
を
持
つ
。
処
分
権

t
義
等
の
原
則
の
不
適
用
を
認
め
な
い
と
し
て
も
、
上
記
の
よ
う
に
広
く
第
三
者
を
訴
訟
に
と
り
こ
め
は
、
必
ず

し
も
所
有
者
が
望
ま
な
い
位
置
で
筆
界
が
ひ
か
れ
る
こ
と
が
起
こ
り
得
る
。
従
っ
て
筆
界
•
所
有
権
界
の
「
一
回
的
」
「
画
一
的
」
解
決

が
も
た
ら
す
利
益
は
、
所
有
権
者
の
所
有
士
地
に
対
す
る
処
分
権
限
を
一
部
害
し
て
ま
で
追
求
す
る
に
値
す
る
と
い
う
価
値
判
断
が
、
判

例
に
よ
る
処
理
を
採
用
す
る
前
提
と
な
る
。
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(26)

具
体
的
に
は
、
前
出
注

(17)
に
掲
げ
た
林
説
、
山
本
説
が
こ
れ
に
当
た
る
。

(27)

な
お
、
判
例
の
立
場
を
上
記
③
と
考
え
た
場
合
に
、
筆
界
を
対
象
と
す
る
境
界
確
定
訴
訟
が
、
印
と
同
時
に
回
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

所
有
権
範
囲
を
直
接
の
対
象
と
す
る
境
界
確
定
訴
訟
を
認
め
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
別
途
所
有
権
範
囲
を
確
定
す
る
手
段
が
存
在
し
な
い
た
め
に
、

当
事
者
は
裁
判
所
が
「
筆
界
」
と
定
め
た
線
を
同
時
に
所
有
権
の
境
と
扱
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
筆
界
を
対
象
と
す
る
境
界
確
定
訴
訟
が
回
の
機

能
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

(28)

時
効
取
得
さ
れ
た
士
地
の
範
囲
が
不
明
確
な
場
合
、
所
有
権
の
範
囲
に
つ
い
て
過
去
合
意
が
成
立
し
た
が
、
そ
の
位
置
が
不
明
確
な
場
合
等
。
所
有
権
の

境
を
争
っ
て
い
る
当
事
者
の
土
地
の
間
の
筆
界
以
外
の
筆
界
に
、
所
有
権
界
の
位
置
が
依
存
し
て
い
る
場
合
も
、
こ
こ
に
含
ま
れ
よ
う
。

(29)

な
お
、
従
来
か
ら
唱
え
ら
れ
て
ぎ
た
批
判
説
〔
所
有
権
の
境
を
対
象
と
す
る
境
界
確
定
訴
訟
の
み
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
説
〕
と
の
関
係
で
も
、

こ
の
対
比
は
妥
当
す
る
。

(30)

平
成
―
一
年
判
決
の
よ
う
に
、
未
分
筆
で
は
あ
る
が
、
筆
界
に
所
有
権
界
が
依
存
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
場
合
に
は
、
未
分
筆
の
ま
ま
放
置
し
て
お
い

た
と
い
う
点
に
、
当
事
者
の
帰
責
性
を
見
出
せ
な
い
こ
と
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
所
有
権
界
が
依
存
し
て
い
る
筆
界
の
位
償
が
明
確
で
あ
れ
ば
、
所
有

権
界
の
位
置
の
不
明
確
性
と
い
う
問
題
も
発
生
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
点
か
ら
当
事
者
の
非
帰
責
性
を
某
礎
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(31)

な
お
、
他
人
所
有
土
地
間
の
境
界
に
所
有
権
界
が
依
存
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
、
境
界
を
境
に
隣
接
す
る
士
地
の
所
有
者
同
士
に
の
み
当
事
者
適
格
を
認

め
る
と
す
れ
ば
、
境
界
確
定
の
訴
え
を
認
め
る
べ
き
者
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
甲

(
X
所
有
）
、
乙

(
Y
所
有
）
、
丙

(
Z
所

有
）
の
順
に
士
地
が
並
び
、
乙
士
地
内
の
一
部
に
ま
で

X
の
所
有
権
が
及
ん
で
お
り
、
乙
地
内
の

x
.
Y所
有
地
の
境
界
が
、
乙
．
丙
地
間
の
筆
界
を
基
準
に

定
め
ら
れ
て
い
る
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
乙
・
丙
地
間
の
筆
界
の
位
置
が
不
明
な
湯
合
に
、

X
は
乙
地
内
の
自
己
の
所
有
士
地
の
範
囲
を
確
定
す
る
た
め
に
、

乙
．
丙
地
間
の
筆
界
の
確
定
に
利
益
を
有
す
る
が
、
境
界
を
境
に
隣
接
す
る
士
地
の
所
有
者
同
士
に
の
み
当
事
者
適
格
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、

X
が
自
ら

乙
．
丙
地
間
の
境
界
の
確
定
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
点
は
、
判
例
の
立
場
に
立
っ
て
も
、
当
事
者
適
格
の
規
律
を
柔
軟
に
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
例
え
ば
、
X
が
Y
•
N

を
被
告
と
し
て
境
界
確

定
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
、

X
の
境
界
確
定
に
対
す
る
利
益
を
保
障
す
る
こ
と
は
、
可
能
で
あ
る
。

(32)

さ
し
あ
た
り
、
山
本
克
己
「
自
由
心
証
主
義
と
損
害
額
の
認
定
」
竹
下
守
夫
編
『
講
座
新
民
事
訴
訟
法
②
』
（
弘
文
堂
、
一
九
九
九
年
）
―
―

IOI
―
頁
、
伊

藤
員
「
損
害
賠
償
額
の
認
定
」
原
井
龍
一
郎
先
生
古
稀
祝
賀
『
改
革
期
の
民
事
手
続
法
』
（
法
律
文
化
社
、
二

0
0
0年
）
五
二
頁
。

(33)

併
置
説
の
立
場
に
立
っ
て
も
、
「
所
有
権
範
囲
確
定
訴
訟
」
に
お
け
る
証
明
責
任
の
不
適
用
は
、
係
争
土
地
の
所
有
権
が
、
原
告
に
属
す
る
と
も
被
告
に
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属
す
る
と
も
分
か
ら
な
い
場
合
に
の
み
妥
当
す
る
べ
き
こ
と
に
な
ろ
う
。
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
裁
判
所
の
「
裁
量
」
に
よ
る
所
有
権
範
囲
の
確
定
は
、
原
告
の

み
な
ら
ず
被
告
に
も
有
利
に
作
用
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
か
か
る
規
律
を
二
四
八
条
の
類
推
適
用
と
い
う
形
で
い
か
に
基
礎
付
け
る
か
は
困
難

な
問
題
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
し
、
ま
た
仮
に
そ
れ
が
可
能
で
あ
っ
た
と
し
て
も
自
己
に
と
っ
て
有
利
に
作
用
す
る
も
の
を
利
用
す
る
か
し
な
い
か
は
、
自

己
の
選
択
に
任
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
他
人
に
強
制
さ
れ
る
に
は
相
応
の
理
由
が
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

(34)

従
っ
て
、
公
簿
上
の
筆
界
は
、
対
抗
要
件
の
及
ぶ
範
囲
、
及
び
、
強
制
執
行
の
対
象
と
な
る
士
地
の
範
囲
を
画
す
る
点
で
、
私
人
が
こ
れ
に
密
接
な
利
害

関
係
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

(35)

特
に
、
所
有
権
界
が
筆
界
と
ず
れ
る
場
合
に
は
、
そ
う
言
え
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

時
効
取
得
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
、
例
え
ば
平
成
七
年
判
決
の
ケ
ー
ス
で
は
、
時
効
取
得
を
さ
れ
た

X
は
、
時
効
取
得
の
ラ
イ
ン
よ
り
も
Y
所
有
地
側
に
筆
界
が

引
か
れ
る
こ
と
に
利
益
を
有
し
て
は
い
て
も
、
ど
こ
に
具
体
的
な
線
が
引
か
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
重
大
な
利
害
関
係
が
な
い
（
時
効
取
得
の
場
合
に

も
対
抗
要
件
関
係
の
適
用
を
認
め
る
判
例
の
立
場
か
ら
は
、
被
時
効
取
得
者
X
も
、
第
三
者
に
時
効
取
得
さ
れ
た
士
地
を
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
点
で
、
依

然
被
時
効
取
得
士
地
の
範
囲
に
つ
い
て
利
害
関
係
を
有
し
て
い
る
と
も
言
い
得
る
。
し
か
し
、
法
的
保
護
に
値
す
る
利
害
関
係
と
は
、
言
い
が
た
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
後
述
最
判
平
成
七
・
七
•
一
八
裁
判
集
民
一
七
六
号
四
九
一
頁
は
、

X
が
甲
土
地
の
全
部
を
Y

に
時
効
取
得
さ
れ
た
と
い
う
事
案
に
お
い
て
、
境
界

確
定
訴
訟
に
お
け
る

X
の
原
告
適
格
を
否
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
上
記
利
益
の
法
的
保
護
性
を
否
定
す
る
も
の
と
評
価
で
き
よ
う
）
。
む
し
ろ
、
時
効
取
得

者
Y
側
に
乙
地
に
対
す
る
抵
当
権
者
z

が
い
る
よ
う
な
場
合
、

Y
•
N

の
問
で
、
甲
・
乙
地
問
の
筆
界
の
位
置
が
よ
り
真
剣
に
争
わ
れ
る
こ
と
も
起
こ
り
得
る
。

Y
と
し
て
は
、
時
効
取
得
が
認
め
ら
れ
一
定
範
囲
の
土
地
所
有
権
を
確
保
し
た
以
上
、
抵
当
権
の
負
担
を
被
る
乙
地
の
範
囲
を
よ
り
小
さ
く
認
定
し
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
、
対
す
る

Z
は
、
抵
当
権
の
対
抗
力
の
及
ぶ
乙
地
の
範
囲
は
で
き
る
だ
け
広
く
認
定
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
、
と
い
う
事
態
も
考
え
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
―
一
年
判
決
の
事
案
で
、
仮
に
甲
地
内
の

x
.
Y

所
有
地
の
境
界
の
位
置
が
、
甲
•
乙
地
間
の
箪
界
で
は
な
く
、
乙
地
の
反
対
側
に
位
置
す
る

土
地
と
甲
地
と
の
策
界
の
位
置
に
依
存
し
て
い
た
と
し
た
場
合
、

X
は
甲
・
乙
地
間
の
筆
界
に
つ
き
、
ま
っ
た
く
利
益
を
有
し
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
自
己
の

所
有
土
地
の
範
囲
を
特
定
す
る
た
め
に
甲
・
乙
地
間
の
筆
界
を
特
定
す
る
必
要
は
な
く
、
ま
た
、
分
筆
の
た
め
に
筆
界
を
確
定
す
る
必
要
も
な
い
。
時
効
取
得

の
場
合
と
異
な
り
、

X
は
甲
地
内
の
乙
所
有
地
を
他
人
に
譲
渡
す
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
ず
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
筆
界
の
位
置
に
利
害
関
係
は
な
い
。
時
効

取
得
の
場
合
と
同
様
、
仮
に
乙
土
地
に
Z

が
抵
当
権
を
有
し
て
い
た
よ
う
な
場
合
、
む
し
ろ

Y
•
Z

問
の
方
に
、
甲
・
乙
地
問
の
筆
界
に
つ
ぎ
真
剣
な
争
い
が

存
在
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
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ま

と

め

な
お
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
見
た
場
合
、
最
判
平
成
七
・
七
•
一
八
裁
判
集
民
一
七
六
号
四
九
一
頁
の
事
案
〔
甲
・
乙
地
間
の
筆
界
が
争
わ
れ
た
事
件
で
、

乙
地
の
所
有
者
が
甲
地
の
全
部
を
時
効
取
得
し
た
、
と
い
う
事
案
。
最
高
裁
は
、
こ
の
場
合
に
は
甲
地
の
所
有
者
は
甲
乙
地
間
の
境
界
確
定
の
訴
え
の
原
告
適

格
を
欠
く
、
と
し
た
〕
に
お
い
て
も
、
境
界
確
定
訴
訟
が
全
く
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
仮
に
甲
士
地
に
つ
い
て
抵
当
権
者
が
い
た
よ
う
な
場
合
に
は
、

乙
地
所
有
者
と
抵
当
権
者
と
の
間
で
筆
界
確
定
訴
訟
を
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

坂
原
•
前
出
注

(
2
4
)一
0
1―
―
頁
も
参
照
。

結
局
、
併
骰
説
の
問
題
提
起
に
照
ら
し
て
も
、
策
界
を
対
象
と
す
る
境
界
確
定
訴
訟
の
み
を
認
め
る
と
い
う
判
例
の
立
場
は
、
な
お
、

維
持
不
可
能
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

但
し
、
筆
界
•
所
有
権
界
に
つ
い
て
の
「
一
回
的
」
「
画
一
的
」
解
決
と
い
う
、
本
稿
が
焦
点
を
当
て
た
利
点
を
追
求
す
る
と
す
れ
ば
、

所
有
権
者
以
外
の
利
害
関
係
人
も
正
当
な
当
事
者
と
し
て
（
し
か
も
、
で
き
れ
ば
必
要
的
当
事
者
と
し
て
）
広
く
取
り
込
む
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
前
述
の
通
り
、
今
日
ま
で
の
最
高
裁
判
例
は
、
あ
く
ま
で
所
有
権
範
囲
の
確
定
機
能
を
念
頭
の
第
一
に
お
い
て
境
界
確
定
訴
訟
の
許

(36) 

否
や
当
事
者
適
格
を
判
断
し
て
き
て
い
る
。
た
し
か
に
、
公
簿
上
の
筆
界
は
公
的
な
も
の
で
あ
り
、
本
来
私
人
の
追
行
す
る
訴
訟
の
対
象

と
な
る
も
の
で
は
な
い
が
、
間
接
的
な
所
有
権
範
囲
確
定
効
に
鑑
み
て
い
わ
ば
便
宜
的
に
私
人
が
訴
訟
で
筆
界
を
確
定
す
る
こ
と
を
認
め

て
い
る
の
が
境
界
確
定
訴
訟
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
立
て
ば
、
か
か
る
取
り
扱
い
も
理
解
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か
し
、
私
人
が
公
簿
上

の
筆
界
（
具
体
的
に
は
筆
界
の
有
す
る
、
対
抗
要
件
範
囲
や
執
行
範
囲
の
決
定
と
い
う
機
能
）
に
対
し
て
有
し
て
い
る
利
益
を
私
人
間
の
訴
訟
で

(38) 

筆
界
の
位
置
を
確
定
す
る
こ
と
の
根
拠
の
一
っ
と
考
え
、
本
稿
の
よ
う
に
こ
の
利
害
関
係
を
、
筆
界
を
確
定
す
る
単
独
の
境
界
確
定
訴
訟

3

を
認
め
る
重
要
な
要
素
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
利
害
関
係
は
当
事
者
適
格
の
規
律
に
反
映
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。



手
続
が
重
た
く
は
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
者
も
必
要
的
当
事
者
と
す
る
規
律
を
、
志
向
す
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
そ
の
前
提
と
し
て
の
、
筆
界
確
定
訴
訟
の
所
有
権
範
囲
確
定
機
能
に
つ
い
て
は
、
判
例
の
立
場
と
整
合
し
得
る
説
明
と
し
て
は
、

①
当
事
者
の
事
実
上
の
事
後
的
行
動
に
委
ね
る
考
え
方
と
、
②
「
筆
界
」

1
1

〈
筆
界
〉
と
す
る
判
決
効
の
存
在
を
承
認
す
る
考
え
方
と
、

二
通
り
が
考
え
ら
れ
た
。
②
の
方
が
、
強
い
所
有
権
範
囲
確
定
機
能
を
基
礎
付
け
ら
れ
る
が
（
「
筆
界
」

11

〈
筆
界
〉
に
つ
い
て
も
対
世
効
を

認
め
れ
ば
、
「
一
回
的
」
「
画
一
的
」
解
決
と
い
う
効
果
の
確
実
性
も
高
ま
る
）
、
法
律
論
と
し
て
こ
れ
を
基
礎
付
け
る
の
は
、
困
難
が
伴
う
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
判
例
の
立
場
を
維
持
し
な
が
ら
、
境
界
確
定
訴
訟
の
実
効
性
を
高
め
て
い
く
と
す
れ
ば
‘
②
の
方
向
を
志
向
し
て
い
く
べ

き
こ
と
に
な
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
、
何
も
か
も
を
判
決
効
で
引
き
受
け
れ
ば
そ
れ
で
問
題
の
解
決
性
が
高
ま
る
と
い
う
も

の
で
も
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
当
事
者
の
事
後
的
活
動
と
い
う
遊
び
を
残
す
ー
の
立
場
も
、
魅
力
の
あ
る
立
場
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(40) 

但
し
、
そ
の
所
有
権
範
囲
確
定
機
能
は
限
定
的
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
は
、
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

新
堂
先
生
の
古
稀
の
お
祝
い
に
、
こ
の
よ
う
な
覚
書
に
も
満
た
な
い
原
稿
し
か
寄
せ
ら
れ
な
い
自
身
の
勉
強
不
足
を
恥
じ
入
る
ほ
か
な
い
が
、
本
稿

の
謹
呈
を
通
じ
、
心
よ
り
先
生
の
古
稀
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
た
い
。

(
3
6
)地
上
権
者
の
当
事
者
適
格
を
否
定
し
た
最
判
昭
和
五
七
•
七
·
一
五
集
民
―
-
1六
号
五
九
七
頁
も
、
「
土
地
所
有
権
の
処
分
権
限
の
有
無
」
を
当
事
者
適

格
の
判
断
基
準
と
し
て
い
る
。

(37)

判
例
が
、
処
分
権
主
義
や
不
利
益
変
更
禁
止
の
原
則
の
適
用
を
否
定
す
る
前
提
に
も
、
公
簿
上
の
筆
界
は
本
来
私
人
の
自
由
に
な
ら
な
い
公
的
な
も
の
で

あ
る
と
い
う
思
考
が
あ
ろ
う
。

(
3
8
)畑
•
前
出
注

(
1
3
)は
、
私
人
の
筆
界
に
対
す
る
利
害
関
係
を
、
境
界
確
定
訴
訟
の
対
象
を
筆
界
と
把
握
す
る
こ
と
の
根
拠
の
一
っ
と
す
る
。

な
お
、
公
簿
上
の
筆
界
の
管
理
が
本
来
行
政
の
責
任
で
あ
れ
ば
‘
少
な
く
と
も
な
ぜ
行
政
庁
（
具
体
的
に
は
登
記
所
、
す
な
わ
ち
法
務
局
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
）
が
境
界
確
定
訴
訟
に
参
加
を
し
な
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
疑
問
に
な
ろ
う
（
山
本
•
前
出
注

(
1
7
)九
七
頁
は
、
筆
界
確
定
訴
訟
を
、
実
質
的
当
事
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者
訴
訟
と
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
登
記
官
に
対
す
る
判
決
効
の
拡
張
や
、
登
記
官
の
参
加
を
基
礎
付
け
る
）
。
し
か
し
、
山
本
•
前
出
に
お
い
て
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
登
記
所
に
お
け
る
登
記
の
際
の
審
査
は
形
式
的
審
脊
で
あ
り
、
実
質
的
審
在
は
行
わ
な
い
も
の
と
さ
れ
る
。
登
記
所
が
保
有
す
る
情
報
が

筆
界
の
確
定
に
有
意
義
で
あ
る
場
合
は
あ
っ
て
も
、
登
記
所
の
筆
界
の
位
置
確
定
に
対
す
る
利
益
は
、
当
事
者
適
格
な
い
し
参
加
資
格
を
肯
定
す
る
ほ
と
重
要

な
も
の
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
な
お
、
例
外
的
に
筆
界
が
市
町
村
の
境
界
を
も
な
し
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
地
方
自
治
体
も
筆
界
の
位
置
確
定

に
重
要
な
利
害
関
係
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
地
方
自
治
体
を
必
要
的
当
事
者
と
し
て
取
り
込
む
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

(39)

抵
当
権
者
等
に
も
、
当
事
者
適
格
を
承
認
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
す
る
も
の
と
し
て
、
奥
村
正
策
「
境
界
確
定
訴
訟
の
諸
問
題
」
実
務
民
事
訴
訟
法
講

座
④
（
日
本
評
論
社
、
一
九
六
九
年
）
。

(40)

か
か
る
境
界
確
定
訴
訟
の
所
有
権
範
囲
確
定
機
能
の
限
定
性
に
照
ら
せ
ば
、
所
有
権
範
囲
の
確
定
に
対
す
る
利
害
関
係
と
、
対
抗
要
件
範
囲
・
執
行
範
囲

の
確
定
に
対
す
る
利
害
関
係
と
は
、
当
事
者
適
格
の
判
断
を
左
右
す
る
に
足
る
程
の
差
異
を
有
す
る
と
は
思
え
な
い
。
士
地
共
有
者
が
必
要
的
共
同
訴
訟
人
と

し
て
の
地
位
を
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
‘
抵
当
権
者
等
も
し
か
り
で
あ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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